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◆コミュニティバス運行委託料
　実情に合った運行内容を常に見直しを行
う。周辺地域で暮らしていける最後の交通手
段であり保証が必要。
◆自主防火関係等補償金
　防災リーダーの育成強化と同組織の充実強
化を図る個別受信機の補助制度の検討を図
る。
◆ふるさと創造（旧織物会館）プロジェクト
　この施設が地区の歴史・文化・伝統などを
発信し、情報交換、人事交流の施設として誘
客と交流の場を図る。

◆放課後児童クラブ運営事務
　子育ての町、若者定住支援として必要、ま
た指導員の処遇改善の対応も。交通量、小学
校からの距離も考慮した施設の検討。
◆道の駅整備工事
　地元商店と共存して活性化するよう、また
利用状況を検討し施設の改善も必要。
◆公民館主事賃金
　先進地視察研修を行い地域密着型の公民館
活動を目指すこと。

新
年
度
予
算
に
反
映
を

新
年
度
予
算
に
反
映
を
！！

　議会では平成26年度及び27年度上半期における実績（事務事
業341件の中から22件を選択）を、数値的、執行状況、成果につ
いて26年度決算認定と合わせて審査し、28年度予算に反映させ
るための事務事業評価を行いました。
　評価方法は妥当性、効率性、有効性の項目及び総合評価をＡ～
Ｄの４段階で評価し、次年度の方向性を事業規標、予算の面で意見するものです。行政から提出
された「事務事業評価シート」を各議員審査し議会評価シートを作成。それらを取りまとめ「議
会評価意見書」として提出、３月定例会に「予算反映等改善書」を求めるものです。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
議
会
活
動
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
「
丙
申
」
（
ひ
の
え
さ
る
）
で
す
。
「
形
が
明
ら
か
に

な
っ
て
く
る
」
「
実
が
固
ま
っ
て
い
く
」
年
で
す
。

　
町
で
は
、
３
月
に
県
内
で
15
番
目
の
道
の
駅
「
禅
の
里
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
地
元
の
方
々
に
親
し
ま
れ
る
拠
点
と

し
て
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
同
じ
３
月
よ
り
永
平
寺
支
所
に

隣
接
の
新
消
防
庁
舎
で
の
消
防
本
部
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
消
防
救

急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
と
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
、
消

防
・
救
急
体
制
の
強
化
が
図
ら
れ
ま
す
。
　

　
永
平
寺
町
は
２
月
13
日
に
合
併
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
次
の
10
年
を
見

据
え
、
あ
る
べ
き
町
の
実
現
に
向
け
て
実
践
の
節
目
の
年
で
す
。
昨
年
10

月
末
に
策
定
し
た
「
永
平
寺
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
各
施
策
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
積
極
的
に
推
進
す
る
年
で
す
。

　
議
会
に
お
い
て
も
「
行
動
（
考
え
動
く
）
す
る
議
会
」
の
も
と
、
政
策

立
案
に
よ
り
注
力
し
、
地
方
創
生
を
推
し
進
め
ま
す
。
議
員
一
人
ひ
と
り

が
、
強
い
意
欲
・
こ
だ
わ
り
、
継
続
の
意
志
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
か
本
年
も
、
町
議
会
に
対
し
、
昨
年
に
も
増
し
て
温
か
い
ご
指
導

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
本
年
が
素
晴
ら
し
い
実
り
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

川
　
崎
　
直
　
文

事務事業評価意見書を提出

主な評価意見（4－5ページに関連記事）

国の動きを踏まえ、人口減少の歯止めと少子高齢化に
伴う社会構造の変化に向き合い、「住みたくなるま
ち」の実現を目指す。

目　　的

「出会いよし、子育てよし、働いてよし、住んでよし」
平成52年まで、永平寺町の人口19,000人程度を確保全体方針

永平寺町の地域特性を生かした、結婚・出産・子育ての希望をかなえる
合計特殊出生率　現行1.4を平成52年1.8に基本目標Ⅰ

永平寺町の地域資源を活かした安定雇用を創出する
平成31年までに累積130人の従業者増加基本目標Ⅱ

永平寺町への新しい人の流れをつくる
子育て世代（25歳から39歳まで）の転入転出を均衡させる基本目標Ⅲ

永平寺町らしさを活かして、時代にあった「誰もが住みやすい」まちをつくる
限界集落「０」の維持基本目標Ⅳ

全体方針

１．若者の出会い創出の架け橋になるには
２．出産しやすい環境の整備とは
３．笑顔いっぱいの子ども達になるような子育て支援になっているか

基本目標Ⅰ

１．企業誘致と雇用拡大の進捗状況を把握し、適切に対応する
２．大学や民間、行政の連携状況を把握し、起業の状況を注視する基本目標Ⅱ

１．町外出身の大学生が、卒業後も住み続ける条件を探り対応する
２．積極的に大学生と交流の場をもつ基本目標Ⅲ

１．都会の高齢者の移住受け入れで、健康保険料・介護保険料等で町民の負担が増加
　　にならないよう検証する
２．生活に必要な日常サービスや公共サービスが低下しないよう監視する

基本目標Ⅳ

議会も監視議会も監視
行動します！行動します！チェックでチェックで

このまま手をこまねいていると将来的に人口は16,000人に減少する見込みで
す。人口19,000人程度を維持し、子どもや孫たちが安心して暮らせる永平寺町
が存続できるように、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の今後計画されて
いる事業をしっかりと見極め、PDCAサイクルによる総合戦略や施策の評価検
証を行います。基本目標は達成年度を設定して目標が完達できるよう検証しま
す。町民の皆様の負担が少しでも軽減できるよう努めていきます。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
は…

Do
（実行）

Action
（改善）

Check
（検証）

Plan
（計画）

永
平
寺
町
議
会
議
長

まち・ひと・しごと創生総合戦略まち・ひと・しごと創生総合戦略

check!

check!

check!

check!
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平成27年 第４回臨時会報告平成27年 第４回臨時会報告

議案第48号
平成26年度上水道事業会計の決算認定 認定

議案第56号
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の
一部を改正する条例の制定

発委第３号
議会評価意見書の提出 可決

ቼᴱوᒱ͢ឰಘ

　平成27年第４回永平寺町議会臨時会は、11月16日（月）に開催されました。
　審議された内容は、次のとおりです。

承認第10号
平成27年度一般会計補正予算の専決 処分の承認 承認
承認第11号
損害賠償の額を定めることの専決処分の承認 承認
議案第47号
平成26年度一般会計及び特別会計の決算認定 認定

総務
常任
委員会
付託

平成27年 第５回定例会報告平成27年 第５回定例会報告

議案第62号
新町まちづくり計画（新町建設計画）の変更 可決
議案第63号
新消防庁舎新築工事の工事請負変更契約の締結 可決
議案第64号
新消防庁舎新築工事（電気設備工事）の工事請負変更契約の締結 可決
議案第65号
消防救急デジタル無線・高機能消防指令センター総合整備工事の工事請負変更契約の締結 可決
議案第66号
平成27年度一般会計補正予算 可決
発委第４号
食文化に関する条例の制定（９Ｐに関連記事） 可決

ቼᴲްو͢ឰಘ

　平成27年第５回永平寺町議会定例会は、12月１日（火）～15日（火）まで15日間開催されました。
　審議された内容は、次のとおりです。

議案第56号
個人番号の利用及び特定個人情報の提 供に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第57号
平成27年度一般会計補正予算 可決
議案第58号
平成27年度国民健康保険事業特別会計補正予算 可決
議案第59号
平成27年度下水道事業特別会計補正予算 可決
議案第60号
平成27年度農業集落排水事業特別会計補正予算 可決
議案第61号
平成27年度上水道事業会計補正予算 可決

委員長　上 田　　誠予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告

平成26年度決算歳出（一般会計90億円、特別会計48億円、上水道6.5億円）

　　　　　　　　　　　　　　意見を付して認定する
平成26年度決算歳出（一般会計90億円、特別会計48億円、上水道6.5億円）

　　　　　　　　　　　　　　意見を付して認定する
議案47号「平成26年度一般会計及び特別会計」議案48号「平成26年度上水道事業会計」は去る８月31
日の９月定例本会議に上提された付託議案である。９月24日から11月16日まで９回の委員会を開催し
慎重な審査を行った。認定に当たり16項目の意見として平成28年度当初予算に反映するよう求め議案
47号は賛成多数、議案48号は賛成全員で認定した。意見は次の通り。

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
は
住
民
の
理
解
を

　
こ
の
事
業
は
交
通
弱
者
の
住
民
に
と
っ
て
は
移
動
手

段
と
し
て
重
要
な
任
を
果
た
し
て
い
る
。
今
後
も
町
民

の
要
望
や
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
朝
夕
は
通
学

の
足
と
し
て
、
日
中
は
高
齢
者
の
足
と
し
て
の
役
割
を

果
た
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
内
容
に
つ
い
て
は
決
定
前
の

計
画
段
階
で
住
民
の
理
解
を
得
る
よ
う
な
手
段
を
講
じ

る
こ
と
。

【
行
政
回
答
】
朝
晩
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
的
な
使
い
方

が
で
き
る
よ
う
に
、
日
中
は
高
齢
者
の
足
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
考
え
て
お
り
、
地
域
公
共
交
通
会
議
に

は
か
り
平
成
28
年
３
月
か
ら
新
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
で
の

運
行
を
開
始
す
る
予
定
。

②
入
札
執
行
の
改
正
で
品
質
の
確
保
を

　
入
札
執
行
に
当
り
、
「
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促

進
に
関
す
る
法
律
改
正
」
に
よ
り
歩
切
り
を
廃
止
し
た

予
定
価
格
制
度
を
実
施
し
て
い
る
が
、
品
質
の
確
保
に

つ
い
て
は
ど
う
担
保
し
て
い
る
の
か
議
会
に
示
す
こ

と
。

【
行
政
回
答
】
「
公
共
工
事
の
品
質
確
保
に
関
す
る

法
律
改
正
」
に
伴
う
歩
切
り
の
廃
止
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
品
質
確
保
は
高
ま
る
方
向
と
な
る
。
従
来
か

ら
工
事
材
料
検
査
に
よ
り
指
定
規
格
品
の
使
用
に
つ
い

て
点
検
体
制
も
整
備
し
て
い
る
。
大
規
模
工
事
や
特
殊

性
の
高
い
工
事
に
つ
い
て
は
、
建
設
技
術
公
社
へ
の
監

理
業
務
委
託
を
含
め
中
間
検
査
及
び
完
成
検
査
へ
の
立

会
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
通
常
の
工
事
等
に
つ
い

て
は
、
監
督
職
員
と
し
て
の
知
識
向
上
と
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
た
め
、
積
極
的
に
土
木
技
術
基
礎
研
修
に
参

加
し
て
い
る
。

③
自
主
防
災
組
織
の
育
成
と
充
実
を

　
自
主
防
災
組
織
は
災
害
時
に
お
け
る
地
域
に
と
っ
て

自
助
・
共
助
の
対
応
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
今

後
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
・
充
実
や
地
域
防
災
力
の
向
上

と
自
主
防
災
連
絡
協
議
会
と
の
連
携
強
化
に
向
け
た
対

応
と
施
策
を
期
限
を
決
め
て
明
示
す
る
こ
と
。

【
行
政
回
答
】
防
災
研
修
会
、
防
災
士
の
取
得
等
、

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
充
実
強
化
、
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
と

し
た
組
織
作
り
の
推
進
に
努
め
る
。
ま
た
、
町
内
を
８

ブ
ロ
ッ
ク
に
編
成
し
た
自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
の

定
例
会
を
開
催
し
、
協
議
会
単
位
で
の
合
同
訓
練
等
の

実
施
を
目
標
と
す
る
。

④
こ
し
の
国
Ｔ
Ｖ
事
業
運
営
の
今
後
の
方
針
は

　
こ
し
の
国
Ｔ
Ｖ
事
業
は
住
民
に
と
っ
て
Ｔ
Ｖ
視
聴
の

み
な
ら
ず
、
高
度
情
報
化
社
会
に
お
け
る
情
報
取
得
手

段
、
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
間
格
差
の
解
消
、
地
域
活

性
化
や
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。
近
年
で
は
防
災
警
報

伝
達
手
段
を
も
担
う
目
的
で
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
構
成
自
治
体
の
運
営
費
負
担
も
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
設
備
の
更
新
時
期
に
当
り
、
運
営
の
方

針
を
福
井
市
と
協
議
し
、
期
限
を
決
め
て
早
急
に
示
す

こ
と
。…

…
…
…
…
…

こ
し
の
国
・
福
井
市
と
協
議
中

⑤
公
共
施
設
再
編
は
住
民
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

　
合
併
後
10
年
を
経
過
し
、
財
政
状
況
の
現
状
と
地
域

住
民
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
振
興
と
し
て
の
施
設
は
重
要
性

を
増
す
中
、
公
共
施
設
再
編
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
課

題
で
あ
る
。
上
志
比
支
所
の
再
編
に
つ
い
て
は
住
民
と

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
図
る
べ
く
行
政
と
し
て
早
急
に
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
こ
と
。

【
行
政
回
答
】
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う

に
、
ま
た
利
便
性
が
よ
り
高
く
な
る
方
法
等
を
検
討

し
、
町
議
会
に
示
す
。
町
議
会
と
の
協
議
後
、
ま
た
、

支
所
業
務
や
支
所
整
備
計
画
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
住

民
へ
の
説
明
等
を
行
な
う
予
定
。

⑥
新
消
防
庁
舎
を
含
む
施
設
の
利
用
を

　
消
防
庁
舎
、
永
平
寺
支
所
、
開
発
セ
ン
タ
ー
の
施
設

は
、
各
々
の
役
割
と
施
設
利
用
の
重
複
も
あ
り
管
理
が

複
雑
化
し
て
い
る
。
宿
日
直
の
廃
止
に
よ
り
、
消
防
職

員
の
任
務
外
の
役
割
も
発
生
し
て
く
る
。
災
害
発
生
時

の
対
応
（
役
割
分
担
）
が
不
明
確
で
あ
り
、
対
応
改
善

の
検
討
と
今
後
の
利
用
に
つ
い
て
の
検
証
も
随
時
行
う

こ
と
。

【
行
政
回
答
】
消
防
庁
舎
の
建
設
と
永
平
寺
支
所
・

議長　川崎　直文

議長　川崎　直文開
発
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
、
町
の
防
災
拠
点
と

し
て
重
要
な
役
割
を
任
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
支
所
・
図
書
館
・

児
童
館
・
こ
し
の
国
広
域
事
務
組
合
等
・
公
民
館
と
し
て
今
ま
で

同
様
利
活
用
し
て
い
く
。
ま
た
宿
日
直
の
廃
止
に
伴
い
支
所
事
務

所
・
図
書
館
を
閉
鎖
で
き
る
防
護
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
設
置
し
た
。
今

後
の
管
理
に
つ
い
て
も
現
在
と
同
様
に
町
職
員
が
適
切
に
管
理
し

て
い
く
。

⑦
介
護
高
齢
者
福
祉
の
具
体
策
を

　
今
後
の
高
齢
化
社
会
到
来
と
制
度
変
更
よ
る
在
宅
福
祉
（
介
護

高
齢
者
）
の
重
要
性
は
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
同
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門
性
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
行
政
と
し
て
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
り
専
門

性
と
体
制
強
化
を
図
る
た
め
、
具
体
的
施
策
を
早
急
に
示
す
こ

と
。

【
行
政
回
答
】
町
と
包
括
と
の
連
携
、
ま
た
体
制
づ
く
り
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
課
題
で
あ
る
。
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
福
祉
保
健
課
と
場
所
的
な
も
の
で
共
有
す
る
方
向
性
で
考
え
て

い
る
。

⑧
子
育
て
支
援
の
充
実
を

　
子
育
て
支
援
の
充
実
を
掲
げ
る
町
と
し
て
、
子
供
を
預
け
る
幼

児
園
の
体
制
充
実
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
も
正
職
員
と
嘱

託
職
員
の
構
成
比
の
割
合
改
善
を
目
指
す
こ
と
。

【
行
政
回
答
】
嘱
託
職
員
の
今
後
勤
務
時
間
を
８
時
間
と
な
る

よ
う
に
、
ま
た
、
魅
力
あ
る
条
件
と
な
る
よ
う
、
賃
金
等
の
職
場

環
境
の
改
善
を
来
年
度
に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

⑨
学
校
施
設
の
改
良
保
全
計
画
を

　
学
校
施
設
の
安
全
と
教
育
環
境
の
向
上
に
向
け
た
施
設
長
期
保

全
計
画
に
お
い
て
は
、
予
防
保
全
に
よ
る
延
命
化
は
も
と
よ
り
、

機
能
向
上
に
係
る
改
良
に
つ
い
て
も
積
極
的
な
改
良
保
全
を
計
画

的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
。

【
行
政
回
答
】
永
平
寺
町
各
学
校
施
設
長
期
保
全
計
画
に
基
づ

き
、
緊
急
度
の
高
い
工
事
か
ら
実
施
し
、
学
校
の
延
命
化
に
努
め

る
。

⑩
公
共
施
設
天
井
の
安
全
を

　
設
計
年
度
に
よ
る
耐
震
診
断
の
必
要
性
の
有
無
は
あ
る
が
、
サ

ン
サ
ン
ホ
ー
ル
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
等
の
天
井
に
つ
い
て
は
、

行
政
と
し
て
の
見
解
を
示
す
こ
と
。…

…
…
…
…
…
…
…

協
議
中

⑪
公
民
館
活
動
の
明
確
な
方
針
を

　
公
民
館
活
動
と
地
区
振
興
協
議
会
と
の
関
係
と
連
携
推
進
は
〝

ま
ち
づ
く
り
〞
の
柱
と
し
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
方
向
性
と
施

策
を
具
体
的
か
つ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
性
を
持
っ
て
明
確
に
示
す
こ

と
。

【
行
政
回
答
】
役
場
と
振
興
会
と
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
て
い

く
。

⑫
ス
ー
パ
ー
出
店
計
画
の
見
解
は

　
御
陵
地
区
へ
の
ス
ー
パ
ー
出
店
計
画
に
つ
い
て
は
〝
ま
ち
づ
く

り
〞
の
視
点
か
ら
行
政
と
し
て
の
見
解
を
示
す
こ
と
。

【
行
政
回
答
】
法
律
に
基
づ
い
た
対
応
で
あ
り
、
永
平
寺
町
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
計
画
で
あ
る
。

⑬
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
制
度
の
評
価
は

　
永
平
寺
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
制
度
助
成
に
対
し
て
は
、
助
成
金
使

用
明
細
を
示
し
、
今
後
の
評
価
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

現
在
進
行
中

⑭
県
道
の
改
良
方
針
は

　
県
道
　
京
善
ー
原
目
線
に
つ
い
て
は
永
平
寺
町
区
間
の
改
良
方

針
と
計
画
を
策
定
し
、
県
に
要
望
し
て
い
く
こ
と
。

【
行
政
回
答
】
吉
野
堺
交
差
点
よ
り
西
側
の
改
良
に
つ
い
て
は

荒
川
改
修
工
事
に
併
せ
て
、
重
立
地
区
の
狭
隘
道
路
解
消
に
向

け
、
５
カ
年
計
画
で
事
業
を
進
め
て
い
る
。
町
内
の
未
改
良
区
間

に
つ
い
て
は
、
地
元
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
改
良
計
画
を
県
へ

要
望
す
る
。

⑮
宅
内
配
管
の
安
全
は

　
上
水
道
設
備
の
宅
内
配
管
（
古
い
時
期
に
施
工
し
た
個
人
宅
）

に
使
用
し
た
鉛
管
に
つ
い
て
は
住
民
の
健
康
を
考
慮
し
、
町
と
し

て
の
指
導
方
針
を
決
め
対
応
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

【
行
政
回
答
】
永
平
寺
町
内
の
上
水
道
本
管
、
宅
内
へ
の
引
き

込
み
用
給
水
管
に
は
鉛
管
を
使
用
し
て
い
な
い
。
宅
内
配
管
に
つ

い
て
は
、
そ
の
危
険
性
を
広
報
し
て
い
く
。
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問
　
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
（
地
方
創
生
先

行
型
）
を
活
用
し
て
の
情
報
発
信
推
進
事
業
、
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
、
観
光
事
業
負
担
金
の
ね
ら
い
と
有
効
性
に

つ
い
て
。

答
　
町
の
観
光
情
報
・
地
域
の
情
報
・
防
災
情
報
を
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
画
像
に
文
字
・

写
真
を
表
示
す
る
ソ
フ
ト
の
導
入
、
お
よ
び
同
情
報
を
得

る
た
め
の
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
で
あ
り
、
今
後

の
観
光
誘
客
や
町
民
の
利
便
性
を
図
る
た
め
。

問
　
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
設
備
導
入
の
ね
ら
い
、
導
入

に
至
っ
た
経
過
に
つ
い
て
、
お
よ
び
燃
料
ペ
レ
ッ
ト
の
地

産
地
消
（
間
伐
材
）
は
で
き
な
い
か
。

答
　
先
の
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
避
難
所
施
設
で
の
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
応
や
環
境
保
全
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
）
の
見
方
か
ら
避
難
施
設
で
も
あ
る
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

に
設
置
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
ホ
ワ
イ
ト
ペ
レ
ッ
ト

使
用
の
た
め
現
在
の
町
内
供
給
対
応
は
で
き
な
い
と
聞
い

て
い
る
。

問
　
永
平
寺
支
所
の
火
災
の
原
因
が
特
定
で
き
な
い
現
状

か
ら
今
後
の
安
全
性
の
み
な
ら
ず
、
類
似
の
公
共
施
設
の

対
応
も
必
要
で
な
い
か
。

答
　
今
回
の
補
正
予
算
は
現
状
の
復
旧
の
た
め
の
予
算
で

あ
り
、
防
火
防
犯
か
ら
の
整
備
を
検
討
し
来
年
度
の
予
算

に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

問
　
公
的
機
関
の
障
が
い
者
法
定
雇
用
率
は
昨
年
に
続
き

本
町
は
未
達
成
機
関
と
な
っ
て
い
る
。
障
が
い
者
福
祉
に

冷
淡
な
町
と
受
け
取
ら
れ
な
い
よ
う
早
急
な
改
善
策
を
と

る
べ
き
。

答
　
来
年
度
に
は
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

観光誘客事業の推進予算

永平寺支所火災に鑑み意見を添付する

情報発信推進情報発信推進

（再生可能エネルギー：ホワイトペレット使用）

（全額国費）※1

※2

※3

（300万県費）

（全額国費）

（全額国費）

公衆無線ＬＡＮ整備公衆無線ＬＡＮ整備 万
円
万
円530530

観光事業負担金観光事業負担金 万
円
万
円390390

サンサンホールにバイオマスボイラーの設備導入サンサンホールにバイオマスボイラーの設備導入 万
円
万
円5,0005,000

万
円
万
円1,0001,000

一般会計12月補正予算

約 億円億円11
議案57号「平成27年一般会計補正予
算」から議案66号までの６件は当委員
会に附託され慎重に審議を行い意見を
添付して採決を行った。全議案賛成全
員にて可決した。主な内容は次の通
り。（おおよその金額です）

主
な
質
疑
応
答

特別会計他

万
円
万
円1億57001億5700

１．永平寺支所のみならず類似の公共施設等については、防火・防犯の見地から再検討し、整備
　　に関する方針、計画を早急に策定し実施すること。
２．防火・防犯体制強化のため、管理者または管理チームを設け、随時各職場の点検を行い、再
　　発防止のチェック体制整備に努めること。

委員長　上 田　　誠予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等16件については全員賛成です。

■議案への賛否一覧　議席順に掲載（○賛成　×反対　－欠席　□退席）※議長（川崎直文）は採決に加わりません
  上坂 滝波 長谷川 朝井 酒井 江守 小畑 上田 金元 樂間 齋藤 伊藤 奥野 中村 川治 長岡 多田
 議案第47号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 発委第４号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※１　観光施設等の情報説明が日本語・英語・中国語で表示されるほか、えちぜん鉄道やコミュニティバスの時刻表等
　　　住民生活に必要な情報も発信するシステム。その他災害発生時には避難の情報についても発信する。
※２　永平寺門前地区に無線LANを整備を行い観光の利便性を向上させる。
※３　宗教文化街道への観光誘致として加賀市（石川県）あわら市、坂井市、勝山市、永平寺町の４市１町が広域で誘
　　　客活動を取り組む。

反
対
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　金
元

　直
栄

　
26
年
度
決
算
を
全
面
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
認
め
ら
れ
な
い
理

由
の
第
一
は
、
消
防
本
庁
舎
の
建
て
方
。
立
地
条
件
、
支
所
の
土
地
利
用

や
、
古
い
開
発
セ
ン
タ
ー
再
利
用
等
、
10
億
円
以
上
の
金
を
か
け
な
が
ら

使
い
勝
手
の
悪
い
施
設
を
作
る
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
第
二
、
専
門

職
員
の
確
保
が
、
子
育
て
、
福
祉
、
介
護
、
都
市
計
画
等
で
求
め
ら
れ
て

い
る
の
に
、
進
め
る
方
向
性
が
見
ら
れ
な
い
。
第
三
、
高
齢
者
福
祉
を
町

と
し
て
ど
う
し
て
い
く
の
か
、
体
制
強
化
が
急
務
だ
。
第
四
は
「
道
の

駅
」
の
計
画
と
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
住
民
の
暮
ら
し
か
ら
の
視
点
が
な

い
。
以
上
の
理
由
で
反
対
と
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　伊
藤

　博
夫

　
消
防
署
庁
舎
の
位
置
や
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
無
線
は
電
波
法
令
の
改
正
に

よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
無
線
や
指
令
セ
ン
タ
ー
等
の
期
限
（
平
成
28
年
５
月
31

日
ま
で
）
が
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
全
議
員
で
「
消
防
署
統
合
推

進
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
行
政
に
提
案
し
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
専
門
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
町
長
が
答
弁
し
た
と
お
り
、
町
内
在

住
の
専
門
に
携
わ
っ
て
い
る
優
秀
な
方
々
の
協
力
を
得
た
り
、
嘱
託
員
と

し
て
の
採
用
も
今
後
考
え
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　滝
波
登
喜
男

　
26
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
で
十
分
審
議
し
た
結
果
、
15
項
目

に
及
ぶ
指
摘
を
し
、
そ
の
中
で
消
防
庁
舎
に
つ
い
て
は
災
害
発
生
時
の
対

応
改
善
や
施
設
利
用
の
検
証
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
28
年
度
予
算
編
成

時
に
、
こ
れ
ら
の
指
摘
を
十
分
考
慮
す
る
こ
と
を
付
し
て
賛
成
と
す
る
。

反
対
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　長
岡
千
惠
子

　
食
事
の
前
に
、
家
族
に
対
し
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
言
い
な
さ
い
と
い

う
し
つ
け
を
し
て
い
る
。
日
常
的
に
、
大
人
も
子
ど
も
も
唱
和
し
て
か
ら

食
事
を
始
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら
「
い
た
だ
き
ま
す
」
の
言
葉
は

生
活
に
根
付
い
た
も
の
と
考
え
る
。
町
民
が
こ
の
条
例
に
親
近
感
を
持

ち
、
町
民
の
間
に
浸
透
さ
せ
る
に
は
、
第
８
条
の
通
称
が
必
要
と
考
え
、

修
正
案
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　上
田

　
　誠

　
こ
の
条
例
の
主
旨
に
対
し
て
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
次
の
見
解

よ
り
賛
成
す
る
。

①
永
平
寺
町
の
食
文
化
に
関
す
る
条
例
で
あ
り
、
乾
杯
条
例
で
な
い
こ

と
。
②
商
工
会
か
ら
の
陳
情
も
乾
杯
に
特
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
③
町
民

喚
起
の
議
会
発
議
は
全
員
納
得
が
原
則
と
考
え
る
④
当
初
は
全
員
が
賛
成

し
た
後
で
の
案
に
乾
杯
が
加
え
ら
れ
た
点
に
よ
り
当
初
の
通
り
８
条
を
削

除
し
た
条
例
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　江
守

　
　勲

　
こ
の
条
例
の
第
８
条
は
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
へ
再
審
議
の
付
託
を

平
成
26
年
度

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
認
定

平
成
26
年
度

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
認
定

議
案
第
４７
号

議
案
第
４７
号

食
文
化
に
関
す
る
条
例
の
制
定
修
正
案

食
文
化
に
関
す
る
条
例
の
制
定
修
正
案

発
委
第
４
号

発
委
第
４
号
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し
、
委
員
会
で
慎
重
審
議
さ
れ
た
。
ま
た
議
会
全
員
協
議
会
で
も
十
分
議

論
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
私
は
委
員
会
の
意
志
を
尊
重
す
る
の
が
妥
当
と

判
断
し
、
こ
の
修
正
案
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　金
元

　直
栄

　
本
来
、
こ
の
よ
う
な
条
例
は
全
会
一
致
が
原
則
で
あ
り
、
そ
の
点
で
努

力
さ
れ
た
議
員
に
は
敬
意
を
表
し
た
い
。

　
全
会
一
致
と
す
る
に
は
、
後
で
加
え
た
「
通
称
」
の
８
条
件
を
な
く
す

こ
と
で
私
も
賛
成
で
き
る
と
言
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
声
は
一
切
聞
か
な

い
と
い
う
の
は
異
常
で
陳
情
の
主
旨
に
も
反
す
る
。
よ
っ
て
修
正
案
に
賛

成
す
る
。

反
対
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　金
元

　直
栄

　
い
つ
の
間
に
か
８
条
が
加
わ
り
「
い
た
だ
き
ま
す
」
ま
で
入
っ
て
き
た

が
、
な
じ
ま
な
い
人
々
も
い
る
。
さ
ら
に
法
律
の
条
文
に
「
慣
習
」
を
入

れ
る
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
結
果
、
強
制
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

修
正
案
を
示
し
、
原
案
に
は
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　川
治

　孝
行

　
「
い
た
だ
き
ま
す
」
は
学
校
教
育
の
中
で
も
食
事
へ
の
敬
け
ん
な
気
持

ち
を
表
す
挨
拶
の
言
葉
と
し
て
食
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
し

て
い
る
。
豊
か
で
便
利
な
飽
食
の
現
代
に
お
い
て
「
食
べ
物
を
大
切
に
思

う
心
」
を
養
い
「
豊
か
な
食
」
を
楽
し
む
意
味
で
も
「
い
た
だ
き
ま
す
」

の
通
称
名
は
大
人
は
も
と
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い

意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
「
カ
ン
パ
イ
」
は
、
祝
辞
の
言
葉
、
勢

い
の
あ
る
言
葉
と
し
て
、
物
事
を
祝
い
、
発
展
を
願
う
言
葉
で
あ
り
、
活

力
あ
る
町
づ
く
り
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

反
対
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　滝
波
登
喜
男

　
こ
の
条
例
は
、
商
工
会
か
ら
の
町
の
食
文
化
に
関
す
る
条
例
制
定
の
要

望
を
受
け
て
の
も
の
で
、
全
会
一
致
が
基
本
で
あ
り
、
条
例
素
案
の
段
階

か
ら
全
員
で
協
議
し
て
い
た
。
し
か
し
、
産
業
建
設
委
員
会
の
発
委
案
に

は
、
素
案
に
な
か
っ
た
「
第
８
条
通
称
名
」
が
加
わ
っ
て
い
た
。
し
か
も

加
条
し
た
理
由
の
説
明
も
な
く
上
程
さ
れ
た
こ
と
は
ル
ー
ル
違
反
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
通
称
名
の
〝
い
た
だ
き
ま
す
〞
は
条
文
内
容
と
一
致
せ

ず
〝
お
も
て
な
し
〞
に
変
え
る
な
ど
の
提
案
を
し
た
が
、
合
意
す
る
に
至

れ
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
第
８
条
を
削
除
し
た
修
正
案
を
提
出
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　上
坂

　久
則

　
通
称
名
は
、
愛
し
く
町
民
か
ら
親
し
ま
れ
る
の
が
理
に
か
な
っ
て
い

る
。

『
い
た
だ
き
ま
す
　
カ
ン
パ
イ
』
は
何
ら
の
問
題
な
く
削
減
や
条
例
変
更

す
る
正
当
な
理
由
は
な
い
。
こ
の
要
因
に
よ
り
賛
成
と
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　奥
野

　正
司

　
本
条
例
に
対
す
る
修
正
動
議
に
反
対
し
原
案
に
賛
成
す
る
。

理
由
　
原
案
通
り
第
８
条
が
あ
る
方
が
発
信
力
、
聞
き
手
が
受
け
る
イ
ン

パ
ク
ト
力
と
も
に
は
る
か
に
大
き
い
。
「
い
た
だ
き
ま
す
　
カ
ン
パ
イ
」

と
い
う
言
葉
が
宗
教
用
語
と
し
て
否
定
す
る
修
正
動
議
に
は
賛
同
で
き
な

い
。
こ
の
町
の
商
工
観
光
農
林
業
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
条
例
と
し
て
原

案
に
賛
成
。

食
文
化
に
関
す
る
条
例
の
制
定

食
文
化
に
関
す
る
条
例
の
制
定

発
委
第
４
号

発
委
第
４
号

（目的）
第１条　この条例は、霊峰白山を源流とする九頭竜川の恵みによりもたらされた、質
の高い米、小麦、野菜などの農産物や、それらを用いた特産品、地酒等の継承及び振
興について、町民、事業者及び町の役割を図る事項を定めることにより、永平寺町の
食文化の持続的な発展に寄与することを目的とする。

（用語の意義）
第２条　この条例において「永平寺町の食文化」とは、農産物、水産物等の食材、地
酒、菓子及び調味料で本町において生産、加工等をされた物並びにこれらを利用した
郷土料理、精進料理等の料理をいう。

（町民の役割）
第３条　町民は、永平寺町の食文化について理解と関心を深めるとともに、その普及
に配慮するものとする。

（事業者の役割）
第４条　永平寺町の食文化に関わる事業者（以下「関連事業者」という。）は、永平
寺町の食文化に係る向上発展に主体的に取り組み、本町及び他の関連事業者と相互に
協力するよう努めるものとする。

（町の役割）
第５条　町は、永平寺町の食文化の普及に係る事業、教育等その伝承及び振興に関し
必要な措置を講ずるよう努めるものとする。
　
（永平寺町の食文化の奨励）
第６条　町民、関連事業者及び町
は、会食を伴う集会等における郷
土の地酒等による乾杯その他の永
平寺町の食の利用及び永平寺町の
食文化の普及に配慮するものとす
る。

（情報発信）
第７条　関連事業者及び町は、永
平寺町の食文化に関する情報の発信に努めるものとする。

（その他）
第８条　本条例の通称名を「いただきます　カンパイ条例」とする。

附　則
　この条例は、平成28年2月13日から施行する。

永平寺町の食文化に関する条例

議会提案により条例制定

事業者と行政を交え、産業建設常任委員会
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一般質問

10

学
校
教
育
課
長　

点
検
は
全

学
校
で
検
査
を
し
、
建
物
外

壁
は
全
学
校
で
要
是
正
で
、

天
井
は
５
校
が
要
是
正
で
あ

り
、
今
後
計
画
的
に
修
理
を

行
う
。

問　
④
公
共
施
設
再
編
施
設

の
消
防
設
備
の
劣
化
や
、
火

災
報
知
器
お
よ
び
煙
感
知
器

の
不
作
動
等
の
点
検
結
果
と

外
壁
及
び
室
内
の
天
井
の
劣

化
等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

消
防
長　

公
共
施
設
で
は
、

消
火
訓
練
、
避
難
訓
練
時
に

防
火
査
察
と
し
て
毎
回
実
施

し
、
消
防
用
設
備
点
検
も
年

２
回
行
っ
て
い
る
。

川治  孝行議員

問 公共施設の整備と見直しについて

答 再編計画に基づき進める

17名の議員が町政全般について、一般質問を行いました。
一般質問は議事録に基づき質問議員本人がまとめています。

一般質問一般質問

12月
定例会
12月
定例会

問　
公
共
施
設
の
見
直
し
の

基
本
方
針
と
考
え
方
は
。

財
政
課
長　

公
共
施
設
再
編

計
画
に
示
し
た
方
向
性
に
基

づ
い
て
進
め
て
い
く
。

問　
公
共
施
設
の
見
直
で
施

設
の
有
り
方
（
方
針
）
を
定

め
る
た
め
に
必
要
な 

項
目

の
内
容
は
。

財
政
課
長　

施
設
更
新
や
管

理
形
態
の
検
討
、
統
廃
合
や

機
能
見
直
し
等
の
検
討
を
目

的
に
行
っ
て
い
る
。

問　
公
共
施
設
再
編
の
目
的

と
理
由
お
よ
び
効
果
は
。

財
政
課
長　

施
設
の
廃
止
ま

た
は
機
能
の
集
約
を
検
討

し
、
方
向
性
を
示
し
た
。
ま

た
効
果
と
し
て
老
朽
化
が
進

ん
だ
７
施
設
を
取
り
壊
し
と

し
た
。

問　
取
り
壊
し
、
新
築
と
す

る
、
上
志
比
支
所
や
上
志
比

分
署
は
、
地
区
住
民
の
意
見

を
聞
き
、
検
討
結
果
を
住
民

に
示
し
て
理
解
を
得
て
い
る

の
か
。

財
政
課
長　

関
係
機
関
と
協

議
の
結
果
、
取
り
壊
し
、
新

築
と
し
た
。
今
後
は
住
民
に

方
向
性
を
示
し
、
地
区
住
民

に
理
解
を
求
め
た
い
。

問　
会
計
検
査
院
の
指
摘
に

つ
い
て
問
う
。

①
小
中
学
校
の
火
災
報
知
器

お
よ
び
煙
感
知
器
で
、
作
動

し
な
い
も
の
は
あ
っ
た
の

か
。

学
校
教
育
課
長　

火
災
報
知

器
４
校　

煙
感
知
器
４
校
が

指
摘
さ
れ
た
が
修
理
済
で
あ

る
。

問　
②
小
中
学
校
で
避
難
ば

し
ご
の
錆
び
付
や
屋
内
消
防

設
備
の
劣
化
の
検
証
結
果
は

学
校
教
育
課
長　

避
難
ば
し

ご
に
問
題
は
な
い
が
、
救
助

袋
の
老
朽
化
の
指
摘
が
２
校

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
屋
内
消
火
栓
ホ
ー

ス
の
劣
化
が
指
摘
さ
れ
た

が
、
新
品
と
交
換
済
で
あ

る
。

問　
③
各
学
校
の
校
舎
の
外

壁
、
天
井
の
劣
化
及
び
点
検

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

旧上志比小学校

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
永
平
寺
町
内
の
河
川
防

災
に
つ
い
て
」

常 任 委 員 会 報 告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
　
委
員
長
　
朝
井
征
一
郎

　
当
委
員
会
は
、
12
月
14
日
（
月
）
全
員
出
席
の
も
と
開
会
し
た
。

発
委
第
４
号
　
永
平
寺
町
の
食
文
化
に
関
す
る
条
例
（
９
ペ
ー
ジ
に
条
例
掲
載
）

　
こ
の
条
例
は
、
永
平
寺
町
の
「
食
」
を
味
わ
い
、
自
然
の
恵
み
あ
る
「
食
」
を
家
族
や
地
域

の
絆
を
深
め
、
郷
土
の
地
酒
で
乾
杯
し
、
地
産
地
消
の
推
進
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
永
平
寺
町

の
食
文
化
の
普
及
促
進
を
行
う
。
関
連
産
業
の
発
展
が
図
ら
れ
、
町
外
の
人
達
に
も
永
平
寺
町

の
食
文
化
に
関
す
る
歴
史
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
本
条
例
の
通
称
名
を
「
い
た
だ
き
ま
す
　
カ
ン
パ
イ
条
例
」
と
す
る
。
い
た
だ
き
ま
す
は
料

理
を
作
っ
て
く
れ
た
方
、
野
菜
を
作
っ
て
く
れ
た
方
へ
の
感
謝
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
食
材
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
で
す
。
乾
杯
は
、
家
庭
内
か
ら
宴
席
に
至
る
ま
で
、
そ
の
指
名
者
が
音
頭
を
取

り
、
注
い
だ
盃
や
コ
ッ
プ
を
掲
げ
「
乾
杯
」
と
唱
和
し
た
の
ち
口
に
す
る
。
（
音
頭
を
取
る
者

の
合
図
や
雰
囲
気
）…

…
…
…
…
…
…
…
…

採
決
の
結
果
、
委
員
会
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
　
委
員
長
　
滝
波
登
喜
男

　
当
委
員
会
は
、
12
月
11
日
（
金
）
委
員
会
員
出
席
の
も
と
開
会
し
た
。

Ⅰ
　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
者
選
定
の
報
告

　
町
が
募
集
し
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
者
選
定
の
経
過
及
び
結
果
の
報
告
を
受
け
た
。

　
①
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
②
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
サ
ー
ビ
ス
共

に
、
介
護
タ
ク
シ
ー
・
ケ
ア
ふ
く
い
（
株
）
が
選
定
さ
れ
た
。

Ⅱ
　
子
育
て
支
援
課
の
業
務

　
子
育
て
支
援
課
の
業
務
内
容
お
よ
び
職
員
の
事
務
分
掌
、
当
面
の
職
員
体
制
、
心
の
ケ
ア
、

労
務
管
理
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
事
業
所
決
定

新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
変
更
・

新
消
防
庁
舎
新
築
工
事
の
請
負
変
更
成
立

「
永
平
寺
町
の
食
文
化
に
関
す
る
条
例
」

　
　
　

  

理
解
と
関
心
を
深
め
、そ
の
普
及
に

　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
常
任
委
員
会
　
委
員
長
　
中
村
勘
太
郎

　
本
委
員
会
は
12
月
11
日
（
金
）
全
委
員
出
席
の
も
と
開
催
し
、
総
務
関
係
の

今
議
会
で
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
た
。
　

議
案
第
62
号
　
永
平
寺
町
新
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
新
町
建
設
計
画
）
の
変
更

　
市
町
村
建
設
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
事
業
に
対
す
る
、
合
併
特
例
事
業
債
の

活
用
が
、
被
災
市
町
村
以
外
で
も
活
用
で
き
る
期
間
が
５
年
間
延
長
で
き
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
本
町
に
お
い
て
も
、
平
成
32
年
度
ま
で
活
用
す
る
こ
と
が
有
利

と
捉
え
こ
の
建
設
計
画
を
変
更
す
る
内
容
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
今

後
の
主
要
施
策
の
項
目
に
、
「
観
光
ま
ち
な
み
整
備
事
業
」
「
国
民
体
育
大

会
・
障
害
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
」
等
の
追
加
を
行
う
。

議
案
第
63
号
　
永
平
寺
町
新
消
防
庁
舎
新
築
工
事
の
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

議
案
第
64
号
　
永
平
寺
町
新
消
防
庁
舎
新
築
工
事
（
電
気
設
備
工
事
）
の
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

議
案
第
65
号
　
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
・
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
総
合

　
　
　
　
　
　
整
備
工
事
の
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

　
こ
の
議
案
第
63
号
・
第
64
号
の
２
議
案
は
関
連
し
た
変
更
工
事
で
、
工
期
を

平
成
28
年
１
月
29
日
ま
で
を
、
同
年
３
月
11
日
ま
で
と
す
る
工
期
変
更
で
、
そ

の
理
由
は
、
融
雪
工
事
・
側
溝
改
修
工
事
・
庁
舎
内
部
設
備
・
自
家
発
電
設
備

の
基
礎
工
事
の
増
工
事
で
増
額
総
計
３
８
４
９
万
３
３
６
０
円
及
び
、
自
家
発

電
設
備
の
発
電
容
量
を
増
量
し
、
４
７
４
万
４
４
４
０
円
の
増
額
変
更
で
す
。

ま
た
、
議
案
第
65
号
は
、
庁
舎
建
築
工
事
の
延
期
に
伴
い
、
デ
ジ
タ
ル
無
線
・

高
機
能
消
防
指
令
台
の
整
備
及
び
、
取
り
扱
い
研
修
期
間
が
延
期
と
な
り
、
平

成
28
年
２
月
29
日
を
、
同
年
３
月
14
日
に
変
更
す
る
。

《
主
な
意
見
》
　
工
事
の
進
捗
状
況
等
遅
れ
は
な
い
の
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
建
物
新
築
工
事
自
体
の
遅
れ
は
な
く
、
現
在
約

70
％
で
す
。
ま
た
、
工
期
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
当
初
に
な
か
っ
た
町
道
と
国

道
と
の
間
の
舗
装
お
よ
び
融
雪
工
事
等
を
実
施
す
る
た
め
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　…

…
…
…

採
決
の
結
果
、
委
員
会
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
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問 ４月より障がい者差別解消法が　　　　　　　　 施行されるが

答

酒井  　要議員

ソフト面、ハード面で対応していきたい

問 創生総合戦略で人口を維持するには

答 結婚・出産・子育ての希望を叶える

長岡千惠子議員

産
・
子
育
て
の
希
望
を
叶
え

て
い
く
こ
と
が
人
口
維
持
に

つ
な
が
る
。
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
と
い
っ
た
問
題
に

対
す
る
町
の
政
策
を
分
か
り

や
す
い
概
要
版
を
作
成
し
、

広
報
す
る
。

問　
出
会
い
創
出
イ
ベ
ン
ト

も
必
要
な
事
業
で
あ
る
が
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
、
出

会
い
が
創
出
で
き
る
仕
組
み

が
必
要
で
は
。

町
長　

昨
年
は
こ
の
出
会
い

事
業
に
、
各
団
体
の
若
い
人

た
ち
で
、
実
行
委
員
会
を
つ

く
り
企
画
し
た
。
若
い
人
た

ち
が
仲
良
く
な
っ
て
、
新
し

い
つ
な
が
り
が
で
き
た
。
私

達
が
レ
ー
ダ
ー
を
張
り
巡
ら

し
て
、
若
い
人
の
出
会
い
の

架
け
橋
に
な
る
こ
と
も
大

事
。

問　
計
画
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
子
育
て
支
援
は
、
保
護

者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
子
ど
も
に
視
点
を
お
い

た
支
援
が
で
き
な
い
か
。

副
町
長　

子
ど
も
た
ち
が
笑

顔
い
っ
ぱ
い
の
子
育
て
支
援

と
い
う
こ
と
も
来
年
度
の
支

援
の
テ
ー
マ
と
し
て
考
え
て

い
る
。

問　
町
民
に
人
口
が
減
少
す

る
危
機
感
を
周
知
し
、
そ
の

対
策
は
。

総
合
政
策
課
長　

結
婚
・
出

問　
こ
の
法
律
は
幅
広

く
、
身
体
障
が
い
者
、
知
的

精
神
、
高
齢
者
、
高
齢
者
で

手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
人
も

対
象
に
し
て
い
ま
す
。
一
番

心
配
し
て
い
る
こ
と
は
、
町

の
窓
口
を
ど
こ
に
す
る
か
は

っ
き
り
し
て
ほ
し
い
。

福
祉
保
健
課
長　

障
が
い
者

差
別
解
消
法
は
来
年
４
月
か

ら
施
行
で
、
障
害
を
理
由
に

差
別
的
取
り
扱
い
や
権
利
侵

害
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま

た
、
社
会
的
障
壁
を
取
り
除

く
た
め
の
合
理
的
配
慮
・
差

別
や
権
利
侵
害
の
防
止
と
普

及
啓
発
と
い
っ
た
も
の
が
定

め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
、
窓

口
は
福
祉
保
健
課
に
す
る
。

問　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ

い
て
ソ
フ
ト
面
と
ハ
ー
ド
面

が
あ
る
と
思
う
が
、
オ
ス
ト

メ
イ
ト
の
障
が
い
者
の
方
か

ら
、
周
り
の
人
の
目
が
あ
っ

て
外
出
も
で
き
な
い
人
も
い

る
。

福
祉
保
健
課
長　

一
度
福
祉

保
健
課
の
ほ
う
か
ら
確
認
し

て
み
る
と
い
っ
た
形
の
対
応

を
と
り
た
い
。

問　
町
民
か
ら
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
こ
と
だ
が
永
平
寺
に
は

車
い
す
で
行
け
る
の
か
質
問

を
受
け
た
。
大
変
困
っ
た
。

今
後
は
修
行
僧
の
修
行
す
る

場
だ
と
答
え
た
い
。

商
工
観
光
課
長　

永
平
寺
町

の
名
所
旧
跡
だ
。
吉
祥
閣
に

は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
傘
松
閣

ま
で
は
車
い
す
で
行
く
こ
と

が
で
き
る
。
今
後
情
報
を
出

し
て
い
き
た
い
。

問　
永
平
寺
町
に
は
盲
導
犬

は
い
ま
せ
ん
が
今
後
、
目
の

見
え
な
い
方
が
盲
導
犬
を
利

用
す
る
方
が
い
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
、
お
店
や
ス
ー
パ
ー

を
活
用
で
き
る
よ
う
な
指
導

を
す
る
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　

車
い
す
や

盲
導
犬
を
禁
止
す
る
制
限
を

し
て
は
な
ら
な
い
法
律
で
あ

る
。

町
長　

障
が
い
者
差
別
解
消

法
が
施
行
に
あ
た
り
、
ソ
フ

ト
面
ハ
ー
ド
面
で
段
階
を
追

っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
い
ろ
い

ろ
指
導
願
い
た
い
。

問　
正
規
職
員
の
保
育
士
と

嘱
託
職
員
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
の
保
育
士
の
人
数
は
。

副
町
長　

正
職
の
保
育
士
は

53
名
、
嘱
託
保
育
士
は
８
時

間
勤
務
の
方
が
27
名
、

７
時
間
以
下
の
勤
務
の

方
が
23
名
。
産
休
・
育

休
中
の
職
員
が
８
名
・
病
気

休
暇
が
２
名
い
る
。

問　
嘱
託
の
保
育
士
が
担
任

を
任
さ
れ
て
い
る
。
担
任
は

責
任
も
重
い
の
で
正
職
に
で

保
育
士
の
正
規
職
員
の
拡
大
を

嘱
託
保
育
士
の
待
遇
改
善
を
検
討

問答

問 こしの国ＣＡＴＶの在り方は

答 更新計画に合わせ福井市と検討

小畑  　傅議員

に
多
額
の
費
用
を
要
す
る

が
、
県
に
強
く
要
望
し
て
い

る
。
１
年
で
で
き
る
問
題
で

は
な
い
の
で
、
今
後
も
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

に
サ
ー
バ
ー
系
は
優
先
的
に

年
内
に
終
え
た
い
。

問　
こ
し
の
国
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
は

旧
美
山
町
と
立
ち
上
げ
た
が

福
井
市
か
ら
見
る
と
変
則
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
の
所
の

協
議
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

総
合
政
策
課
長　

機
器
の
更

新
計
画
に
合
わ
せ
①
こ
の
ま

ま
継
続
す
る
②
指
定
管
理
者

に
移
行
す
る
③
事
業
を
譲
渡

す
る
な
ど
、
多
方
面
か
ら
福

井
市
と
考
え
て
い
き
た
い
。

問　
町
民
の
方
か
ら
、
こ
し

の
国
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
光
ケ
ー
ブ

ル
の
感
度
が
非
常
に
悪
く
、

ネ
ッ
ト
で
の
仕
事
に
も
支
障

が
あ
る
と
聞
い
た
。
こ
れ
は

町
民
の
負
託
に
答
え
て
い
な

い
。

総
合
政
策
課
長　

７
月
か
ら

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
10
の
無
償
ア

ッ
プ
グ
レ
ー
ド
が
ネ
ッ
ト
帯

域
を
圧
迫
し
て
い
る
と
推
測

し
て
い
る
。
今
年
度
末
の
完

成
を
目
指
し
、
通
信
系
サ
ー

バ
ー
・
ス
イ
ッ
チ
類
機
器
更

新
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
特

北インター　北方面

き
な
い
の
か
。

副
町
長　

全
て
の
ク
ラ
ス
の

担
任
を
正
職
に
す
る
こ
と
は

不
可
能
。
担
任
は
正
職
33

人
、
嘱
託
17
人
。
嘱
託
の
保

育
士
に
は
、
担
任
手
当
を
付

加
。
待
遇
改
善
も
検
討
中
。

問　
幼
稚
園
・
幼
児
園
の
担

任
が
正
職
で
あ
る
こ
と
は
大

き
な
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
に
な

る
。
保
育
士
は
庁
内
の

子
育
て
支
援
課
に
も
必

要
。

町
長　

将
来
を
考
え
な

が
ら
の
採
用
を
行
い
、

永
平
寺
町
で
働
く
環
境

を
良
く
し
て
い
き
た

い
。

問　
旧
織
物
会
館
を
利
用
し

た
ふ
る
さ
と
創
造
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
は
、
本
町
の
観
光

資
源
の
情
報
発
信
基
地
作
り

と
し
て
い
る
が
、
内
容
が
総

花
的
で
的
が
絞
れ
て
い
な
い

と
思
う
が
。

総
合
政
策
課
長　

禅
と
食
と

酒
を
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
、
本

町
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
の

魅
力
発
信
、
町
民
の
憩
い
の

場
、
さ
ら
に
観
光
情
報
の
発

信
施
設
と
し
て
整
備
す
る
。

２
階
は
町
内
の
各
種
団
体
・

大
学
生
も
利
用
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
や
会
議
室
も

用
意
し
て
い
る
。

問　
旧
織
物
会
館
を
利
用
し

問　
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の

福
井
北
Ｊ
Ｃ
Ｔ
と
大
野
市
が

平
成
28
年
度
中
に
結
ば
れ
、

今
以
上
に
交
通
量
が
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
福
井

北
Ｉ
Ｃ
・
松
岡
Ｉ
Ｃ
間
の
道

が
与
え
る
地
域
周
辺

の
活
性
化
は
計
り
知

れ
な
い
。
行
政
間
競

争
の
中
、
本
町
の
持

つ
地
理
的
優
位
性
を

発
揮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
国
体
開
催

を
控
え
て
、
福
井
北

Ｉ
Ｃ
か
ら
北
に
市
街

地
に
向
け
た
道
路
の

整
備
が
急
が
れ
る
。

町
長　

用
地
買
収
等

た
ふ
る
さ
と
創
造
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
も
大
事
で
す
が
、

町
外
・
県
外
に
出
て
本
町
に

来
て
下
さ
い
と
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

町
長　

幅
広
い
観
光
事
業
に

対
応
す
べ
く
、
的
・
時
期
を

絞
り
効
率
的
に
ア
ピ
ー
ル
し

た
い
。
機
動
的
に
動
け
る
観

光
物
産
協
会
に
事
業
を
シ
フ

ト
し
て
連
携
を
し
な
が
ら
進

め
た
い
。

町
の
観
光
行
政
の
進
め
方
は

観
光
物
産
協
会
と
連
携

問答

行事準備中の保育士

福井北ＩＣとの
　　　 アクセス道路整備を

県事業として知事に要望・要請

問

答
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問 地域に誰でも気軽に参加できる
　　　　　  「認知症カフェ」を

答 支援策を立てていく

朝井征一郞議員

問 防火査察の厳格は

答 人命確保が第一番
出入り多数の施設は、厳しく防火指導を実施

上坂  久則議員

問 永平寺南地区の道路除雪は

答「中継基地」は、条件による

長谷川治人議員

う
し
た
ら
良
い
か
。

　

過
去
に
も
提
案
、
早
朝
の

積
雪
時
に
出
動
判
断
が
難
し

い
時
期
が
あ
る
の
で
除
雪
車

の
中
継
置
き
場
を
設
置
出
来

な
い
か
。
ま
た
、
住
民
か
ら

は
優
し
い
除
雪
を
願
う
声

が
。

建
設
課
長　

除
雪
の
方
法
、

出
動
基
準
・
出
勤
時
間
の
確

認
を
十
分
行
い
、
ま
た
パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
と
気
象
情
報

等
を
十
分
把
握
し
地
域
の
実

情
に
沿
っ
た
早
目
早
目
の
対

応
す
る
。

　

中
継
置
場
は
、
新
規
に
格

納
庫
の
設
置
は
用
地
、
財
政

面
で
厳
し
い
。
当
該
地
区
に

空
き
物
件
が
あ
っ
て
、
そ
の

提
供
が
あ
り
中
継
基
地
が
確

保
で
き
れ
ば
検
討
す
る
。

問　
北
陸
地
方
の
12
月
か
ら

３
ケ
月
の
気
象
予
報
で
は
暖

冬
で
雪
は
少
な
い
見
通
し
。

近
年
の
温
暖
化
で
、
雪
は
少

な
い
傾
向
で
も
日
に
よ
っ
て

降
り
方
に
ば
ら
つ
き
が
あ

る
。

　

東
古
市
付
近
で
積
雪
が
少

で
も
、
と
き
に
荒
谷
（
山
〜

荒
谷
線
）
や
志
比
方
面
（
大

工
村
線
）
で
は
除
雪
出
動
の

苦
情
と
な
る
。
朝
の
出
勤
時

に
除
雪
を
済
ま
せ
る
に
は
ど

問　
防
火
管
理
制
度
と

は
。

消
防
長　

消
防
法
第
４
条
に

基
づ
き
、
防
火
体
制
・
火
気

使
用
設
備
・
消
防
用
設
備
等

の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
通
常
査
察
、
特
別

査
察
を
実
施
し
て
い

る
。

問　
避
難
訓
練
の
実

施
は
。

消
防
長　

初
期
消
火
、

通
報
、
避
難
誘
導
訓
練

等
の
指
導
を
実
施
し
て

い
る
。
特
に
防
火
対
象

物
の
内
、
不
特
定
多
数

が
出
入
り
す
る
店
舗
災

害
要
援
護
者
が
い
る
福

祉
施
設
や
病
院
、
幼
児
園
等

に
は
特
に
厳
し
い
防
火
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

問　
小
・
中
学
校
の
防

災
、
避
難
訓
練
の
実
施
要
項

作
成
や
実
施
は
、
安
心
を
感

じ
る
修
繕
す
べ
き
対
処
の
現

状
は
。

学
校
教
育
課
長　

軽
微
な
既

設
の
修
繕
は
、
各
学
校
に
修

繕
費
を
計
上
し
て
お
り
そ
の

都
度
、
学
校
長
の
裁
量
に
お

い
て
対
処
し
て
い
る
。

問　
風
水
害
や
地
震
等
の

際
、
生
活
確
保
（
授
業
料
・

生
活
費
）
の
た
め
、
基
金
の

設
置
を
考
慮
す
べ
き
だ
が
。

総
務
課
長　

対
処
す
べ
き
全

体
的
な
基
金
は
あ
る
。
実
施

要
項
を
早
急
に
作
成
し
、
対

応
す
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　
　
　設
置
点
検
を

要
望
に
よ
り

　

 

お
宅
ま
で
伺
っ
て
確
認
す
る

問答
問　
既
に
、
全
国
各
地
で

相
次
い
で
火
事
が
起
き
尊
い

命
を
失
う
。
「
住
宅
防
災
の

為
に
命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ

ン
ト
」
住
民
に
は
改
め
て
認

識
を
。
さ
て
、
そ
の
ポ
イ
ン

ト
一
つ
の
住
宅
用
火
災
警
報

器
（
以
下
「
警
報
器
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
、
町
内

で
は
平
成
17
、
18
年
頃
に
設

置
。
電
池
の
寿
命
が
10
年
で

各
家
庭
で
は
丁
度
電
池
切
れ

で
は
…
①
警
報
器
で
火
災
未

遂
実
例
は
？
②
警
報
器
の
電

池
替
え
を
簡
単
に
し
な
い
人

が
多
い
の
で
は
。
10
年
前
、

設
置
義
務
時
に
早
く
設
置
さ

問　
「
福
祉
避
難
所
」
と

は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

う
ち
、
一
般
の
指
定
避
難
所

で
は
生
活
に
支
障
を
き
た
す

要
援
護
者
向
け
の
避
難
所
。

医
療
支
援
や
介
助
な
ど
特
別

な
配
慮
が
さ
れ
、
手
す
り
や

ス
ロ
ー
プ
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ

ー
と
な
っ
て
い
る
施
設
や
障

が
い
者
に
配
慮
し
た
多
機
能

ト
イ
レ
の
設
置
を
。高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
の
「
要
援

護
者
」
の
避
難
所
で
の
対
応

に
つ
い
て
考
え
、
医
療
や
介

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
活
用
に
よ
る
安
心
・
安

全
な
町
の
福
祉
政
策
」

「
同
一
作
業
、
同
一
賃
金

な
ぜ
実
施
し
な
い
」
「
次

年
度
予
算
編
成
と
地
方
創

生
事
業
実
施
に
つ
い
て
」

問　
認
知
症
や
高
齢
者
、
介

護
す
る
家
族
の
集
ま
る
と
こ

ろ
と
し
て
認
知
症
カ
フ
ェ
は

ど
う
か
。
そ
こ
に
は
仲
間
が

い
て
、
一
人
で
悩
や
ま
な
く

て
も
い
い
。
飲
み
食
い
を
し

な
が
ら
歌
や
ゲ
ー
ム
、
体
操

を
し
て
気
分
転
換
を
図
れ
る

と
思
う
の
で
、
町
と
し
て
支

援
を
し
て
い
く
考
え
は
。 

 

福
祉
保
健
課
長　

厚
生
労
働

省
が
平
成
24
年
６
月
に
認
知

症
施
策
推
進
５
ケ
年
計
画
、

い
わ
ゆ
る
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

計
画
を
公
表
し
て
い
る
。
こ

の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
の
方
に
対

す
る
支
援
と
し
て
、
認
知
症

カ
フ
ェ
を
推
進
し
て
い
る
。

認
知
症
カ
フ
ェ
は
本
人
の
み

な
ら
ず
、
家
族
、
ま
た
地
域

の
住
民
の
方
や
専
門
職
と
い

っ
た
方
が
参
加
で
き
て
集
う

場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
福
井
市
に
お
い
て

も
、
６
ケ
所
実
施
し
て
い
る

状
況
。
町
と
し
て
も
、
認
知

症
対
策
の
中
で
認
知
症
カ
フ

ェ
は
、
来
年
度
以
降
に
支
援

策
を
立
て
て
い
く
。

住宅用火災警報器とリチウム電池

れ
た
様
に
、
今
回
も
家
庭
訪

問
が
良
い
の
で
は
。
広
報
誌

や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
及
び
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
で
は
人
は

動
か
な
い
の
で
は
。

消
防
長　

①
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
中
に
福
井
県
下
に

13
件
、
本
町
で
は
平
成
20

年
、
25
年
に
１
件
ず
つ
警
報

器
鳴
動
に
て
事
な
き
を
得
た

実
例
が
あ
る
。
②
に
つ
い

て
、
管
内
６
千
軒
程
住
宅
が

あ
り
、
消
防
職
員
40
名
弱
で

は
難
し
い
面
が
あ
る
。

　

広
報
誌
は
今
後
も
年
一
、

二
回
各
戸
配
布
す
る
。
問
い

合
わ
せ
に
関
し
直
接
の
希
望

が
あ
れ
ば
出
向
く
。
ま
た
、

町
内
会
等
の
ご
要
望
を
十
分

お
聞
き
す
る
。

指定避難所の絵図

小型ポンプの操法指導

護
で
特
別
な
配
慮
が
必
要
な

人
が
い
る
こ
と
を
念
頭
に
し

た
備
え
が
必
要
だ
と
思
わ
れ

る
が
。

総
務
課
長　

ま
ず
地
区
内
で

決
め
ら
れ
た
一
時
避
難
所
に

避
難
し
て
、
そ
の
後
、
緊
急

指
定
の
避
難
所
、
こ
れ
は
防

災
ブ
ロ
ッ
ク
の
８
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
に

集
ま
り
、
そ
こ
か
ら
福
祉
避

難
所
あ
る
い
は
広
域
避
難
所

に
分
か
れ
て
い
く
。
福
祉
避

難
所
は
、
自
主
防
災
連
絡
協

議
会
の
８
ブ
ロ
ッ
ク
に
１
カ

所
ず
つ
配
置
し
て
お
り
、
幼

児
園
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

地
域
住
民
の
福
祉
避
難
所
や

一
時
避
難
所
、
広
域
避
難

所
の
場
所
を
、
広
報
し
て
い

る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い

て
は
、
な
か
な
か
課
題
が
多

く
整
備
で
き
る
と
こ
ろ
は
、

や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

災
害
発
生
時
の
福
祉
避
難
所
と
は

緊
急
指
定
の
避
難
場
所
へ
が
前
提

問答
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奥野  正司議員

問

答

ふるさと納税の
　　  現状と課題

前年比寄付額の4.8倍

問 今、上志比支所取壊、急ぐ理由は

答 維持管理費が抑えられる

多田  憲治議員

億
６
千
万
余
り
必
要
と
す

る
。
今
、
上
志
比
支
所
の
取

り
壊
し
を
急
ぐ
理
由
は
。

財
政
課
長　

維
持
管
理
経
費

が
抑
え
ら
れ
る
点
と
、
合
併

特
例
債
活
用
の
延
長
期
間
が

平
成
32
年
度
迄
で
、
こ
の
よ

う
な
方
向
性
を
出
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

問　
来
年
４
月
か
ら
は
上
志

比
消
防
分
署
が
な
く
な
り
、

よ
り
地
域
の
防
災
強
化
を
図

る
た
め
上
志
比
１
・
２
分
団

の
詰
所
計
画
も
あ
る
が
、
合

同
で
現
在
の
分
署
車
庫
を
使

え
ば
経
費
の
節
減
に
な
る
の

で
は
。

財
政
課
長　

支
所
取
り
壊
し

に
よ
り
、
消
防
団
車
庫
等
の

整
備
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き

る
。

問　
上
志
比
支
所
は
、
一
昨

年
約
４
百
万
円
を
か
け
障
が

い
者
ト
イ
レ
も
含
め
立
派
に

ト
イ
レ
が
改
修
し
た
矢
先
、

取
り
壊
し
案
が
提
示
さ
れ
驚

い
て
い
る
。
支
所
は
42
年
し

か
経
過
し
て
な
く
損
傷
も
少

な
く
、
本
所
ま
で
遠
路
の
た

め
、
利
用
者
も
多
く
公
民
館

活
動
も
盛
ん
で
順
調
に
育
ん

で
い
る
。
国
の
地
方
創
生
の

狙
い
で
あ
る
人
口
増
対
策
も

含
め
活
動
拠
点
と
し
て
門
扉

を
広
げ
る
の
が
国
の
施
策
。

支
所
を
耐
震
と
内
装
工
事
を

し
て
も
１
億
２
千
万
円
。
11

月
末
に
提
示
さ
れ
た
公
民
館

に
上
志
比
商
工
会
館
を
巻
き

込
み
現
在
の
場
所
に
82
坪
の

平
屋
支
所
を
建
設
し
て
も
１

問　
装
い
新
た
と
な
っ
た
本

町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状

と
課
題
は
。

総
務
課
長　

前
年
比
件
数
で

6.6
倍
、
金
額
で
4.8
倍
。
町
内

の
生
産
者
・
企
業
と
連
携

し
、
ふ
る
さ
と
永
平
寺
町
を

発
信
す
る
返
礼
品
拡
充
を
図

る
。
カ
ー
ド
決
済
や
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
と
の
連
携
も
進
め

る
。

問　
返
礼
品
は
町
内
宿
泊
券

や
町
内
行
事
の
優
先
席
等
、

物
品
に
捉
わ
れ
ず
開
発
を
。

寄
付
者
投
票
型
の
使
途
設
定

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　

現
在
は
ま
ち
づ

く
り
基
金
に
積
立
て
、
小
中

学
校
の
各
種
活
動
に
一
部
使

用
。
来
年
度
は
寄
付
者
が
選

ぶ
使
途
も
検
討
し
た
い
。

問　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
取
扱
は
。

総
務
課
長　

企
業
寄
付
金
は

現
状
の
損
金
化
３
割
減
税
に

加
え
、
３
割
を
法
人
住
民
税

等
か
ら
差
引
し
減
税
幅
を
６

割
に
し
て
地
域
活
性
化
に
資

す
る
べ
く
政
府
は
来
年
度
税

制
改
革
盛
込
を
予
定
。
内
容

を
注
視
し
取
り
組
み
に
備
え

る
。
現
状
は
個
人
版
の
完
成

度
を
上
げ
る
。

ミ
ラ
ノ
万
博
で
の
禅
の
反
響
を

町
づ
く
り
に
ど
う
生
か
す
の
か

町
民
が
禅
の
す
ば
ら
し
さ
を

　
　

 

伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
事

問答

取り壊し計画の上志比支所中村勘太郎議員

問 防災士の育成強化は

答 しっかりと対処していく

講
習
会
参
加
時
や
来
庁
さ
れ

た
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー

方
々
へ
周
知
し
た
。

問　
こ
の
講
習
会
の
受
講

料
は
一
人
当
た
り
ど
の
位
の

講
習
料
が
必
要
か
。
ま
た
、

県
及
び
町
の
助
成
は
な
い
の

か
。

総
務
課
長　

研
修
講
座
の
受

講
か
ら
認
定
登
録
料
ま
で
、

一
人
約
６
万
４
千
円
の
費
用

で
、
県
主
体
の
事
業
と
し
て

一
人
当
た
り
５
万
６
千
円
の

県
補
助
、
個
人
負
担
と
し
て

約
８
千
円
。
永
平
寺
町
か
ら

問　
防
災
士
の
資
格
取
得

講
習
会
は
県
内
で
何
回
開
催

さ
れ
る
の
か
。

総
務
課
長　

本
年
度
は
、
嶺

北
で
２
回
、
嶺
南
で
１
回
の

計
３
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

問　
こ
の
講
習
会
の
案
内

を
い
つ
頃
か
ら
、
ど
の
よ
う

に
住
民
に
周
知
し
た
の
か
。

総
務
課
長　

ま
ず
、
６
月
28

日
の
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ

ー
研
修
会
を
皮
切
り
に
、
８

月
の
町
広
報
誌
、
10
月
の
総

合
防
災
訓
練
、
消
防
団
幹
部

会
、
各
地
区
の
防
災
訓
練
、

問　
今
年
５
月
か
ら
10
月
に

開
催
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
で
の

ミ
ラ
ノ
万
博
で
福
井
県
の
禅

と
食
コ
ー
ナ
ー
は
大
反
響
と

聞
き
及
ん
で
い
る
が
、
外
国

人
の
注
目
に
対
し
行
政
の
な

す
べ
き
役
割
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

施
策
に
何
が
足
り
な
い
と
思

わ
れ
る
か
。
ま
た
、
今
予
算

で
計
上
さ
れ
て
い
る
観
光
情

報
な
ど
を
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
映
像
制
作
で
何

を
映
し
何
を
訴
え
る
の
か
。

当
面
、
３
年
後
の
国
体
開

催
、
５
年
後
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
目
前
に
今
取
り
組

む
こ
と
は
何
を
す
べ
き
と
考

え
て
い
る
の
か
。

町
長　

中
国
語
ま
た
、
英
語

講
座
と
か
、
公
民
館
活
動
と

交
え
て
広
が
り
の
展
開
も
考

え
て
い
き
た
い
。

ミラノ万博　禅と食コーナー

県立大学での講習会

の
助
成
は
な
い
が
、
県
の
地

域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業

を
活
用
し
た
い
。

問　
こ
の
受
講
で
、
永
平
寺

町
全
体
で
何
名
の
受
講
希
望

が
あ
っ
た
の
か
。

総
務
課
長　

今
回
12
月
19
・

20
日
（
土
・
日
）
の
防
災
士

の
受
講
者
は
67
名
。

問　
平
成
28
年
度
は
、
自

主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
の

強
化
元
年
、
当
管
内
で
す
で

に
防
災
士
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
と
、
今
回
取
得
さ

れ
る
新
た
な
防
災
士
の
方
々

と
の
、
本
町
の
防
災
・
防
犯

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
、

積
極
的
に
参
加
し
、
お
互
い

顔
が
見
え
る
関
係
、
仕
組
み

づ
く
り
の
連
携
・
強
化
を
は

か
り
、
よ
り
実
践
的
な
訓
練

を
す
る
こ
と
が
肝
要
と
思
う

が
。

町
長　

町
は
、
災
害
は
も
と

よ
り
平
時
に
お
い
て
も
、
防

災
関
係
行
政
機
関
の
皆
様
と

共
に
協
働
し
て
活
躍
・
協
力

し
て
頂
け
る
よ
う
体
制
づ

く
り
す
る
。
こ

う
し
た
行
動
に

よ
り
、
一
番
大

切
な
こ
と
は
、

自
助
・
ご
近
所

の
共
助
。
住
民

の
皆
様
お
一
人

一
人
が
防
災
意

識
を
持
ち
、
よ

り
実
践
的
な
訓

練
を
す
る
こ
と

が
、
地
域
を
守

る
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
る
。

建
設
課
長　

国
道
や
県
道
等

主
要
道
路
の
歩
道
や
小
学
校

か
ら
半
径
５
０
０
ｍ
内
の
通

【
そ
の
他
の
質
問
】「
地
区
間
の
連
携
と
地
区
猟
友
会
相
互
の

共
生
で
有
害
鳥
獣
駆
除
の
効
果
極
大
を
」「
観
光
誘
客
拡
大

戦
略
に
於
け
る
近
隣
観
光
地
と
の
連
携
強
化
と
町
民
が
ま
ず

地
元
の
歴
史
を
知
り
郷
土
に
誇
り
を
持
つ
観
光
マッ
プ
再
調
製

の
重
要
性
…
御
陵
地
区
に
も
５
〜
９
百
年
の
歴
史
」

本阿弥光悦の書を所蔵する
「円寿寺」

【
問　

通
学
路
歩
道
の
除
雪
体
制
は
】

学
路
を
指
定
除
雪
路
線
と

し
、
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

基
本
的
に
は
登
校
時
に
は
終

了
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

建
設
課
長　

26
年
度
末
一
般

住
宅
耐
震
化
率
は
推
計
73

％
。
19
年
度
に
策
定
し
た
計

画
で
は
、
緊
急
輸
送
道
路
沿

【
問　

住
宅
耐
震
化
事
業
の
進
捗
と
本
町
で
の
杭
打
ち
偽
装
は
】

い
で
避
難
に
支
障
と
な
る
恐

れ
が
あ
る
建
築
物
は
62
棟
あ

り
、
こ
の
う
ち
旧
耐
震
は
20

棟
。

総
務
課
長　

合
併
後
杭
打
ち

を
伴
う
工
事
は
２
件
。
施
工

書
類
調
査
で
は
問
題
な
し
。

財
政
課
長　

人
口
減
に
対
応

し
た
施
設
の
最
適
化
と
国
補

【
問　

中
間
報
告
で
対
象
外
公
共
施
設
の
再
編
は
】

助
の
財
源
を
睨
み
、
来
年
度

総
合
管
理
計
画
策
定
。



一般質問一般質問

1819

問 公民館を〝核〟とした
　　　　  実践活動支援を

答 核となる支援体制を組織する

上  田   誠議員

問 地域再生計画とブランド化の状況は

答 １月に計画策定

江守　  勲議員

樂間　  薫議員

問

答

中国・寧波市との友好交流は

結び付きを図るのも良い方策

商
工
観
光
課
長　

現
在
、
協

議
中
だ
が
、
い
ろ
ん
な
分
野

で
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
や

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
な
ど
を

盛
り
込
み
な
が
ら
、
日
常
生

活
の
中
に
息
づ
く
も
の
に

し
、
各
種
団
体
と
の
協
議
会

な
ど
を
通
じ
て
ブ
ラ
ン
ド
を

担
っ
て
い
く
機
運
の
醸
成
も

図
っ
て
い
き
た
い
。

問　
町
民
の
皆
さ
ん
に
周
知

を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か

町
長　

昨
年
度
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
媒
体
を
使
っ
て
情
報
発

信
を
し
て
い
る
が
、
な
か
な

か
伝
わ
ら
な
い
こ
と
も
感
じ

て
い
る
。
28
年
度
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
ど
の
よ
う
に
伝

え
て
い
く
か
を
研
究
し
て
進

め
て
い
き
た
い
。

問　
ブ
ラ
ン
ド
化
検
討
会
で

の
取
り
組
み
状
況
は
。

商
工
観
光
課
長　

３
回
開
催

し
、
町
の
ブ
ラ
ン
ド
の
あ
り

方
や
情
報
発
信
の
仕
方
な
ど

を
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
て
い
く
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。

問　
今
年
６
月
に
森
ビ
ル
と

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
協
定
」

を
締
結
し
た
が
、
今
後
ど
の

よ
う
な
方
向
性
を
持
っ
て
森

ビ
ル
と
連
携
し
て
い
く
の

か
。

商
工
観
光
課
長　

森
ビ

ル
が
持
つ
情
報
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
相
互
に
協
力
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

よ
り
効
果
的
な
ブ
ラ
ン

ド
発
信
と
浸
透
を
図
り

た
い
。

問　
今
後
、
住
民
を
ど

の
よ
う
に
巻
き
込
ん
で

ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組

む
の
か
。

問　
先
月
11
月
に
、
永
平

寺
町
日
中
友
好
協
会
で
宮
崎

教
育
長

を
団
長

と
し
た

12
名
の

訪
中
団

を
結
成

し
、
本

町
の
友

好
交
流

都
市
、

江
蘇
省

張
家
港

市
と
南

京
市
を

訪
問
し

た
。
今

回
、
張

家
港
市

で
は
、
幼
児
園
や
小
学
校
・

中
学
校
、
他
に
高
齢
者
の

高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
、
市
立
博

物
館
等
を
訪
問
し
た
。
そ
こ

で
、
今
回
初
め
て
参
加
し
た

教
育
長
に
感
想
な
ど
を
聞
き

た
い
。

教
育
長　

本
当
に
有
意
義
な

行
程
だ
っ
た
。
小
・
中
学
校

や
町
並
み
を
見
て
き
た
。
本

当
に
今
、
勢
い
を
感
じ
る
。

発
展
途
上
じ
ゃ
な
い
も
う
前

を
走
っ
て
い
る
都
市
と
感
じ

た
。
今
後
も
交
友
関
係
を
大

事
に
し
、
う
ま
く
利
用
し
永

平
寺
町
の
た
め
に
な
る
何
か

が
出
来
れ
ば
と
感
じ
た
。

問　
張
家
港
市
と
関
係
を
も

っ
と
密
に
し
、
例
え
ば
学
校

同
士
の
つ
き
あ
い
と
か
、
文

化
交
流
・
経
済
的
な
つ
き
あ

い
な
ど
一
歩
前
に
進
め
る
方

ブランド化検討会

張家港市の授業風景

問　
公
民
館
を
″
核
〞
と

し
そ
の
活
動
が
住
ん
で
い
る

所
（
地
区
・
地
域
）
の
生
活

基
盤
（
産
業
、
環
境
、
イ
ン

フ
ラ
、
子
育
て
、
福
祉
、
祭

等
）
を
主
軸
と
し
て
単
発
で

は
な
く
全
体
的
に
一
本
化
さ

れ
た
流
れ
に
な
っ
て
い
る
こ

と
。
そ
れ
を
や
れ
る
よ
う
な

体
制
を
支
援
す
る
。
今
、
町

が
や
る
べ
き
こ
と
と
思
う

が
。

教
育
長　

公
民
館
主
事
を
配

置
し
、
地
域
に
入
り
、
意
見

を
聞
い
て
い
る
。
来
年
度
に

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
ハ
ー
プ
の
町
を
も
っ
と

強
く
打
ち
出
せ
な
い
の

か
」

向
け
て
支
援
体
制
を
つ
く

る
。

問　
活
動
の
充
実
と
支
援
体

制
は
正
比
例
で
あ
る
。
「
公

民
館
の
あ
り
方
」
の
″
検
討

委
員
会
〞
を
設
置
し
対
策
の

策
定
と
方
針
を
示
す
べ
き
。

町
長　

地
域
振
興
会
が
組
織

の
中
心
と
な
り
公
民
館
と
共

に
活
動
を
展
開
で
き
る
よ
う

に
検
討
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

観
点
か
ら
対
応
し
て
い
く
。

問　
保
健
計
画
「
元
気
、
長

生
き
11
プ
ラ
ン
」
の
中
に
、

今
ま
で
は
病
気
に
な
ら
な
い

た
め
の
知
識
や
技
術
を
提
供

し
個
人
努
力
に
任
せ
て
い
た

が
、
健
康
は
周
り
の
環
境
に

影
響
さ
れ
る
た
め
、
健
康
づ

く
り
を
し
や
す
く
す
る
支
援

す
る
環
境
を
、
み
ん
な
で
つ

問　
中
期
財
政
計
画
で
地

方
交
付
税
の
段
階
的
削
減

（
5.5
億
）
町
税
の
減
（
１

億
）
地
方
債
の
増
（
25
億
）

等
か
ら
見
る
と
厳
し
い
状
況

が
続
く
中
、
地
方
創
生
、
公

共
施
設
再
編
、
国
体
等
、
新

し
い
事
業
も
あ
る
。
28
年
当

初
予
算
編
成
の
見
解
は
。

財
政
課
長　

厳
し
い
状
況
を

踏
ま
え
た
「
将
来
に
わ
た
る

財
政
健
全
性
の
確
保
」
を
着

く
る
を
基
本
と
し
て
い
る
。

当
町
の
活
動
を
高
く
評
価
し

て
い
る
。
状
況
は
。

福
祉
保
健
課
長　

評
価
、
分

析
に
当
た
り
健
康
作
り
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
は
、
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
動
き

が
見
え
て
き
た
。
″
こ
れ
か

ら
も
続
け
よ
っ
さ
〞
を
継
続

問　
松
岡
古
墳
群
の
埋
蔵
品

や
郷
土
の
歴
史
・
文
化
を
学

ぶ
機
会
や
伝
承
し
て
い
く
考

え
は
な
い
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

郷
土
の
歴

史
・
文
化
は
地
元
民
が
抱
く

郷
土
愛
の
根
本
で
あ
る
と
認

識
し
、
若
年
層
に
対
す
る
教

育
が
最
も
重
要
と
考
え
、
教

育
委
員
会
か
ら
積
極
的
に
学

校
と
連
携
を
深
め
て
い
き
た

い
。

教
育
長　

28
年
度
に
、
ふ
る

さ
と
永
平
寺
町
再
発
見
事
業

と
い
う
こ
と
を
や
り
、
町
内

に
目
を
向
け
、
積
極
的
に
地

域
を
回
っ
て
ふ
る
さ
と
を
も

う
一
度
見
直
す
年
に
し
た

い
。

歴史的・
文化的資源の
　　 活用状況は
巡回展示で
　　活用を模索

問

答

向
性
を
期
待
し
て
い
る
。

　

次
に
町
長
は
就
任
当
初
よ

り
禅
に
つ
い
て
強
く
感
心
を

持
ち
、
禅
で
永
平
寺
町
を
全

世
界
に
発
信
す
べ
く
頑
張
っ

て
い
る
。
先
日
の
ミ
ラ
ノ
万

博
に
参
加
し
よ
り
一
層
意
を

強
く
し
た
と
感
じ
る
が
。

町
長　

こ
の
禅
カ
ル
チ
ャ
ー

と
い
う
も
の
は
、
日
本
で
な

く
世
界
に
通
用
す
る
文
化
で

あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

問　
そ
こ
で
道
元
禅
師
が

比
督
山
の
修
行
で
見
つ
か
ら

ず
、
中
国
に
渡
り
修
行
で
手

に
し
た
禅
の
ル
ー
ツ
の
寺
、

天
童
寺
と
そ
の
寺
の
あ
る
寧

波
市
と
の
友
好
交
流
が
進
め

ら
れ
な
い
か
。

町
長　

現
在
、
福
井
県
と
寧

〝
健
康
を
守
る
〞活
動
の
更
な
る
躍
進
を

活
動
の
継
続
と
支
援
体
制
充
実
を
図
る

問答

し
次
期
計
画
に
繋
げ
て
い

く
。

28
年
当
初
予
算
か
ら
見
る
中
期
財
政
は

財
政
健
全
を
確
保
す
る
予
算
編
成
で

問答

実
に
推
進
す
る
予
算
編
成
を

基
軸
と
し
、
有
利
な
地
方
債

や
補
助
を
活
用
し
た
財
源
を

確
保
し
な
が
ら
進
め
る
。

親子1
いい

1からだ体操教室

波
市
の
あ
る
浙
江
省
が
友
好

交
流
が
進
ん
で
お
り
、
寧
波

市
と
の
交
流
も
い
い
か
な
と

思
う
。



一般質問一般質問
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問 勇気と奮起、町長に、町政を問う

答 情熱を持って頑張っていく

齋藤  則男議員

問　
町
長
と
し
て
就
任
２

年
、
変
わ
っ
た
、
動
い
て
い

る
、
そ
の
姿
が
見
え
な
い
。

ま
だ
就
任
し
て
２
年
、
こ
れ

か
ら
が
本
番
だ
と
は
思
う

が
、
多
く
の
町
民
は
、
若
さ

が
あ
っ
て
行
動
す
る
町
長
に

期
待
を
し
て
い
る
。

　

町
長
と
い
う
職
は
責
任
も

あ
る
が
、
や
り
が
い
の
あ
る

職
だ
と
思
っ
て

い
る
。
町
益
つ

ま
り
町
民
の
た

め
に
な
る
も

の
、
正
し
い
こ

と
は
可
能
な
限

り
で
き
る
職
で

あ
る
。
も
し
そ

の
手
順
を
少
し

間
違
え
た
な

ら
、
や
り
直
し

が
で
き
る
も
の

だ
と
思
う
。
そ

れ
は
若
さ
と
い

う
大
き
な
武
器

が
あ
る
か
ら

だ
。

　

勇
気
と
奮
起
、
永
平
寺
町

を
こ
の
よ
う
に
動
か
す
の

だ
、
こ
の
よ
う
に
変
え
る
ん

だ
、
若
者
が
希
望
の
持
て
る

現
実
味
の
あ
る
気
持
ち
、
考

え
を
議
員
時
代
で
の
情
熱
を

思
い
起
こ
し
我
々
町
民
に
聞

か
せ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、

そ
の
実
現
の
た
め
に
永
平
寺

町
民
の
町
益
の
た
め
頑
張
っ

て
ほ
し
い
。

町
長　

２
年
間
経
過
し
た

が
、
ま
ず
議
員
の
と
き
の

思
い
と
、
そ
し
て
こ
の
町

政
を
預
か
ら
せ
て
い
た
だ
く

と
い
う
思
い
の
中
で
、
こ
れ

か
ら
財
政
が
厳
し
く
な
っ
て

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
想
定
外
の
災
害
が
起
き

た
ら
」

町長とすまいるミーティング

の
証
（
木
・
石
碑
等
）
を
残

し
て
お
く
べ
き
。

商
工
観
光
課
長　

旧
東
古
市

駅
舎
に
は
写
真
、
パ
ネ
ル
等

が
掲
示
さ
れ
て
お
り
、
当
時

の
撮
影
し
た
原
風
景
は
残
念

な
が
ら
な
く
な
り
つ
つ
あ
る

現
状
で
、
復
元
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
思
う
が
何
ら
か
の

足
跡
を
残
す
こ
と
は
今
後
の

検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

伊藤  博夫議員

問

答

寅さんロケ地の原風景を残しては

足跡を残すことは今後の課題

問　
43
年
前
の
「
渥
美
清

と
吉
永
小
百
合
」
が
演
じ
た

「
男
は
つ
ら
い
よ
」
を
東
古

市
駅
周
辺
や
京
善
駅
・
荒
谷

国
道
３
６
４
号
線
踏
切
線
路

上
・
門
前
等
で
の
撮
影

は
、
旧
京
福
永
平
寺
線

で
あ
り
、
現
在
の
「
参

ロ
ー
ド
」
の
遊
歩
道
と

ダ
ブ
っ
て
お
り
、
観
光

物
産
協
会
が
「
寅
さ
ん

サ
ミ
ッ
ト
」
へ
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

り
更
な
る
観
光
客
の
誘

客
と
な
る
の
で
は
。

　

京
福
永
平
寺
線
で
の

ロ
ケ
風
景
の
価
値
あ
る

「
原
風
景
を
後
世
に
残

す
」
た
め
に
も
何
ら
か

寅さんのロケ風景（旧東古市駅プラットホーム）

車
に
頼
り
過
ぎ
な
い

　月
間
の
周
知
と
実
施
は

幅
広
く
周
知
し
た
が
実
施
ま
で
は

問答
問　
福
井
県
は
全
国
ト
ッ
プ

車
依
存
社
会
で
あ
り
現
状
を

問 人口増対策の方向性（施策）は

答 町民満足度の高い施策を生かす

金元  直栄議員

問　
究
極
の
生
き
残
り
策
だ

と
国
に
脅
さ
れ
、
合
併
へ
と

突
き
進
ま
さ
れ
た
が
、
合
併

の
結
果
、
地
域
経
済
は
縮
小

し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
国
は
、
学
校
の
統

廃
合
を
求
め
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
農

業
関
連
法
の
改
悪
で
若
者
が

地
域
に
住
み
続
け
る
根
拠
す

ら
な
く
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

町
は
、
子
育
て
世
代
や
町

へ
の
移
住
者
へ
の
施
策
は
強

調
し
て
い
る
が
、
現
住
民
や

高
齢
者
へ
の
施
策
は
見
ら
れ

な
い
。

町
長　

10
年
前
の
合
併
時
に

は
人
口
減
に
は
あ
ま
り
目
を

向
け
な
か
っ
た
。
国
は
地
方

に
活
力
を
…
と
、
今
回
の
地

方
創
生
と
な
っ
て
い
る
。
農

業
は
し
っ
か
り
と
支
援
す

る
。

総
合
政
策
課
長　

町
民
満
足

度
の
高
い
本
町
の
子
育
て
支

援
を
さ
ら
に
高
め
、
大
学
の

立
地
や
交
通
の
好
条
件
を
生

か
し
、
人
口
減
を
克
服
し
た

い
。

問　
人
の
死
亡
原
因
の
第
三

位
に
肺
炎
が
あ
る
。
国
も
こ

れ
を
重
視
し
、
65
才
等
の
節

目
の
年
に
一
回
限
り
接
種
に

補
助
を
決
め
た
。
し
か
し
、

改
善
す
る
た
め
に
10
月
に
推

進
月
間
を
も
う
け
る
た
め
福

井
県
総
合
政
策
計
画
交
通
ま

ち
づ
く
り
課
か
ら
ど
の
よ
う

な
通
達
が
あ
っ
た
の
か
。

総
務
課
長　

車
に
頼
り
過
ぎ

な
い
社
会
づ
く
り
の
推
進
月

間
は
、
10
月
を
中
心
に
カ

ー
・
セ
ー
ブ
運
動
等
に
関
す

る
広
報
活
動
を
実
施
す
る
よ

う
、
ま
た
推
進
月
間
中
の
広

報
掲
載
、
放
映
な
ど
の
広
報

活
動
へ
の
協
力
依
頼
文
が
届

い
て
い
る
。

要
望　
そ
の
案
内
文
の
中

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
概

要
の
中
に
は
、
特
に
行
政
職

員
は
通
勤
や
公
務
で
率
先
し

た
公
共
交
通
利
用
の
徹
底
、

会
議
や
イ
ベ
ン
ト
の
時
間
、

場
所
の
設
定
等
を
し
た
の

か
、
議
会
も
巻
き
込
み
「
言

っ
て
・
聞
か
せ
て
・
や
っ

て
」
見
せ
て
頂
き
た
い
。

問　
本
町
に
は
３
つ
の
都
市

計
画
区
域
が
あ
り
、自
分
の
町

の
方
向
性
を
決
め
る
の
に
、福

井
市
の
了
解
が
必
要
だ
と
い

う
の
は
異
常
だ
。

　

町
と
し
て
機
会
が
あ
れ
ば
一

つ
の
都
市
計
画
と
す
る
に
は
、

専
門
的
な
担
当
者
の
配
置
と
、

継
続
的
な
取
り
組
み
が
必
要

だ
。何
よ
り
も
町
が
そ
の
気
に

な
ら
な
い
と
で
き
な
い
し
県

や
福
井
市
に
太
刀
打
ち
で
き

な
い
。町
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　

企
業
の
立
地
で
は
、先
ず
町

に
相
談
等
の
ル
ー
ル
作
り
が

必
要
だ
。

建
設
課
長　

専
門
知
識
を
持
っ

た
職
員
は
必
要
だ
が
、現
在
も

基
準
に
基
づ
き
、県
の
指
導
、助

こ
れ
を
機
に
町
独
自
の
接
種

補
助
を
止
め
て
し
ま
う
の
は

問
題
だ
。
二
回
目
接
種
や
、

間
の
人
へ
支
援
す
べ
き
だ
。

福
祉
保
健
課
長　

任
意
接
種

で
は
、
副
作
用
へ
の
公
的
救

済
制
度
の
適
用
が
な
い
こ

と
。
医
師
会
の
協
力
も
必
要

と
す
る
こ
と
か
ら
、
国
の
制

度
だ
け
と
し
て
い
る
。

言
を
受
け
な
が
ら
行
って
い
る
。

町
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

が
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示

し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

副
町
長　

開
発
に
当
た
っ
て

は
、福
井
都
市
計
画
区
域
に
は

人
口
フ
レ
ー
ム
が
あ
る
こ
と
か

ら
、市
と
町
の
人
口
フ
レ
ー
ム
を

県
と
共
に
合
致
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
だ
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
後
退
は
問
題
だ

任
意
接
種
に
は
、
救
済
制
度
が
な
い

問答
町
の
都
市
計
画
の
方
向
性
を
問
う

県
の
指
導
、
助
言
を
受
け
な
が
ら
す
す
め
る

問答

い
く
、
そ
し
て
将
来
に
つ
な

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
先
送
り
を
し
て
は
い
け

な
い
、
若
い
だ
け
に
先
送
り

は
な
る
べ
く
避
け
た
い
、
そ

う
い
っ
た
思
い
と
、
も
う
一

つ
は
、今
精
力
的
に
進
め
て
い

る
事
業
と
あ
わ
せ
て
引
き
継

い
だ
大
き
な
継
続
事
業
、道

の
駅
、
織
物
会
館
、
そ
し
て

国
体
は
何
と
し
て
で
も
成
功

さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
、
そ

う
し
た
思
い
の
中
で
今
奮
闘

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
回
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い

て
も
情
熱
を
持
っ
て
産
官
学

金
労
、
そ
し
て
報
道
の
皆
さ

ん
、
そ
し
て
町
民
の
方
、
ま

た
議
員
も
入
っ
て
作
成
し
て

き
た
。

　

来
年
度
の
予
算
そ
し
て
５

年
後
に
向
け
て
新
た
な
地
方

創
生
の
こ
れ
に
向
け
て
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
今
考
え
て
い
る
。
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一般質問

問 インバウンド観光促進のために

答 町民は宣伝大使

滝波登喜男議員

問　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
促

進
の
た
め
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
期
待
す
る
こ
と
。
ま

た
、
町
民
に
期
待
す
る
こ
と

は
。

町
長
　
協
力
隊
に
は
、
都
会

感
覚
で
観
光
物
産
を
見
て
も

ら
い
新
た
な
提
案
を
。
町
民

の
皆
様
に
は
、
禅
を
は
じ
め

地
域
の
い
い
所
を
も
っ
と
知

っ
て
い
た
だ
き
、
誇
り
や
郷

土
愛
を
醸
成
し
、
皆
さ
ん
が

宣
伝
大
使
に
な
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
。
そ
の
た
め
の
環
境

作
り
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
厳
し
い
財
政
の
中
、

地
方
が
生
き
残
る
に
は
、
行

財
政
改
革
が
重
要
と
な
る
。

毎
年
、
事
業
の
見
直
し
の
た

め
の
事
務
事
業
評
価
を
行
っ

て
い
る
が
、
身
内
の
評
価
で

は
、
大
胆
な
見
直
し
が
で
き

て
い
な
い
。
第
三
者
の
民
間

人
や
学
識
経
験
者
な
ど
で
構

成
す
る
審
査
会
の
設
置
を
。

財
政
課
長　

持
続
可
能
な
行

政
運
営
の
た
め
事
業
の
選
択

と
集
中
が
重
要
で
、
次
期
行

政
改
革
大
網
で
そ
の
点
を
し

っ
か
り
掲
げ
て
い
く
。
事
務

事
業
評
価
は
、
行
政
内
部
に

加
え
議
会
や
監
査
委
員
の
指

摘
も
踏
ま
え
精
査
し
て
い

る
。
第
三
者
の
意
見
に
つ
い

て
は
、
検
討
し
て
い
く
。

行
財
政
改
革
に
民
間
感
覚
を

議
会
や
監
査
委
員
の
評
価
実
施

問答
問　
５
月
に
空
き
家
対
策
特

別
処
置
法
が
施
行
さ
れ
、
特

定
空
き
家
に
認
定
し
た
場
合

は
所
有
者
に
除
去
改
修
の
助

言
、
指
導
、
勧
告
、
命
令
が

で
き
る
。
住
民
か
ら
の
苦
情

に
対
し
、
所
有
者
に
何
ら
か

の
手
段
を
実
施
す
る
責
任
が

行
政
に
あ
る
の
で
は
。

総
務
課
長　

対
応
の
準
備
が

整
っ
た
。
行
政
の
責
任
も
及

ぶ
と
感
じ
て
い
る
。
廃
屋
25

軒
の
情
報
収
集
は
ほ
ぼ
終

了
。
今
後
指
導
、
助
言
を

し
、
撤
去
す
る
よ
う
指
導
し

て
い
く
。

問　
空
き
家
再
利
用
の
件
で

富
山
県
の
空
き
家
を
利
用
し

た
小
規
模
多
機
能
施
設
を
視

察
し
た
。
地
域
の
身
近
な
所

で
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
で
自

然
に
過
ご
せ
る
。
ま
た
、
雇

用
の
促
進
に
も
繋
が
る
。
そ

う
い
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
は

で
き
な
い
か
。

町
長　

空
き
家
を
貸
し
て
と

い
う
ニ
ー
ズ
が
今
後
出
て
く

る
と
思
う
。
『
ま
ち
づ
く
り

会
社
』
を
設
立
し
、
空
き
家

を
利
用
し
収
益
を
得
ら
れ
る

仕
組
み
が
可
能
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

危
険
な
空
き
家
の
対
応
を

〝
ま
ち
づ
く
り
会
社
〞を
設
立
し
て

問答
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12/15 ᐃ 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

12/15 ဨ༠㆟ 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

12/15 ண⟬Ỵ⟬ᖖ௵ጤဨ 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

12/14 ဨ༠㆟ 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

12/14 ⏘ᴗᘓタᖖ௵ጤဨ 䕿 䇷 䕿 䕿 䇷 䇷 䇷 䇷 䇷 䕿 䇷 䇷 䇷 䇷 䕿 ഐ 䕿 ഐ

12/11 ᩍ⫱Ẹ⏕ᖖ௵ጤဨ 䇷 䕿 䇷 䇷 × ഐ × 䕿 䕿 䇷 ഐ 䇷 ഐ ഐ 䇷 䕿 䇷 ഐ

12/11 ⥲ົᖖ௵ጤဨ 䇷 䇷 䇷 䇷 䇷 䕿 䇷 䇷 䇷 䇷 䕿 䕿 䕿 䕿 䇷 ഐ 䇷 䕿

12/10 ண⟬Ỵ⟬ᖖ௵ጤဨ 䕿 䕿 䕿 䕿 × 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

12/9 ဨ༠㆟ 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

12/9 ᐃ㻔୍⯡㉁ၥ㻟᪥┠㻕 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

12/8 ᐃ㻔୍⯡㉁ၥ㻞᪥┠㻕 䕧 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

12/7 ᐃ㻔୍⯡㉁ၥ㻝᪥┠㻕 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕧 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

12/7 ㆟㐠Ⴀጤဨ 䇷 䕿 䇷 䕿 䇷 䇷 䇷 䕿 䇷 䕿 䇷 䇷 䕧 䕿 䇷 ഐ 䇷 ഐ

12/3 ⏘ᴗᘓタᖖ௵ጤဨ 䕿 䇷 䕿 䕿 䇷 䇷 䇷 䇷 䇷 䕿 䇷 䇷 䇷 䇷 䕿 䇷 × 䇷

12/1 ᐃ 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

12/1 ဨ༠㆟ 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

11/26 ⥲ົᖖ௵ጤဨ 䇷 䇷 䇷 䇷 䇷 䕿 䇷 䇷 䇷 䇷 䕿 䕿 䕿 䕿 䇷 䇷 䇷 䕿

11/26 㐃ྜᑂᰝ 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

11/26 ⏘ᴗᘓタᖖ௵ጤဨ 䕿 䇷 䕿 䕿 䇷 䇷 䇷 䇷 䇷 䕿 䇷 䇷 䇷 䇷 䕿 䇷 䕿 䇷

11/26 ㆟㐠Ⴀጤဨ 䇷 䕿 䇷 䕿 䇷 䇷 䇷 䕿 䇷 䕿 䇷 䇷 䕿 䕿 䇷 ഐ 䇷 ഐ

11/26 ဨ༠㆟ 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

11/20 ဨ༠㆟ 䕿 䕿 × 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

11/16 ⮫ × 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

11/16 ண⟬Ỵ⟬ᖖ௵ጤဨ × 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 × 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

11/16 ဨ༠㆟ × 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 × 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

11/12 ண⟬Ỵ⟬ᖖ௵ጤဨ 䕿 × 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

11/4 ㆟㐠Ⴀጤဨ 䇷 䕿 䇷 䕿 䇷 䇷 䇷 䕿 䇷 䕿 䇷 䇷 䕿 × 䇷 ഐ 䇷 ഐ

10/30 ㆟䛸ㄒ䜝䛖䠄㻟᪥┠䠅 䕿 䕿 䕿 䕿 × 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

10/29 ㆟䛸ㄒ䜝䛖䠄㻞᪥┠䠅 䕿 䕿 䕿 䕿 × 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

10/28 ㆟䛸ㄒ䜝䛖䠄㻝᪥┠䠅 䕿 䕿 䕿 䕿 × 䕿 䕿 䕿 䕿 × 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

10/28 ண⟬Ỵ⟬ᖖ௵ጤဨ 䕿 䕿 䕿 䕿 × 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

10/28 ဨ༠㆟ 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

10/22 ᩍ⫱Ẹ⏕ᖖ௵ጤဨ 䇷 䕿 䇷 䇷 × 䇷 × 䕿 䕿 䇷 䇷 䇷 䇷 䇷 䇷 䕿 䇷 䇷

10/21 ⏘ᴗᘓタᖖ௵ጤဨ 䕿 䇷 䕿 䕿 䇷 䇷 䇷 䇷 䇷 䕿 䇷 䇷 䇷 䇷 䕿 䇷 × 䇷

10/21 ⥲ົᖖ௵ጤဨ 䇷 䇷 䇷 䇷 䇷 䕿 䇷 䇷 䇷 䇷 䕿 䕿 䕿 䕿 䇷 䇷 䇷 䕿

10/19 ㆟⾜㈈ᨻᨵ㠉≉ูጤဨ 䕧 䕿 䕿 䕿 × 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 ഐ

10/19 ண⟬Ỵ⟬ᖖ௵ጤဨ 䕧 䕿 䕿 䕿 䕧 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕧 䕿 䕿 䕿 × 䕿 䕿 䕿

10/13 ண⟬Ỵ⟬ᖖ௵ጤဨ 䕧 䕿 × 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕧 䕿 䕿 䕿 × 䕿 䕿 䕿

10/9 ㆟⾜㈈ᨻᨵ㠉≉ูጤဨ 䕿 䕿 䕿 䕿 䕧 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 ഐ

10/6 ㆟㐠Ⴀጤဨ 䇷 䕿 䇷 䕿 䇷 䇷 䇷 䕿 䇷 䕿 䇷 䇷 䕿 䕿 䇷 ഐ 䇷 ഐ

10/5 ண⟬Ỵ⟬ᖖ௵ጤဨ 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 × 䕿 䕿 䕿

10/2 ㆟ᗈሗ≉ูጤဨ 䇷 䇷 䇷 䇷 䇷 䕿 䇷 䕿 䕿 䕿 䇷 䇷 䇷 䕿 䇷 䕿 䇷 ഐ

10/2 ㆟⾜㈈ᨻᨵ㠉≉ูጤဨ × 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 ഐ

10/2 ဨ༠㆟ 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

9/30 ㆟ᗈሗ≉ูጤဨ 䇷 䇷 䇷 䇷 䇷 䕿 䇷 䕿 䕿 䕿 䇷 䇷 䇷 䕿 䇷 䕿 䇷 ഐ

9/29 ண⟬Ỵ⟬ᖖ௵ጤဨ 䕧 䕿 䕿 䕿 × 䕿 䕧 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕧 䕿

9/24 ண⟬Ỵ⟬ᖖ௵ጤဨ䠄⌧ᆅどᐹ䠅 䕧 䕧 × 䕿 × 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

9/16 ㆟㐠Ⴀጤဨ 䇷 䕿 䇷 䕿 䇷 䇷 䇷 䕿 䇷 䕿 䇷 䇷 䕿 䕿 䇷 ഐ 䇷 ഐ

9/16 ㆟⾜㈈ᨻᨵ㠉≉ูጤဨ × 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿 ഐ

ฟᖍᅇᩘ 29 38.5 34 42 24 38 32.5 42 37 43 33 36 40 42 34 37 34.5 32
㆟ᅇᩘ 37 40 37 42 35 38 35 42 37 44 36 36 41 43 37 37 37 32
ฟ�ᖍ�⋡ 78% 96% 92% 100% 69% 100% 93% 100% 100% 98% 92% 100% 98% 98% 92% 100% 93% 100%

空き家
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《その他》（総務常任委員会関係）
　　今、地方創生が叫ばれているが、企業誘致で

町政が潤う施策は考えているのか。
　　　　　　　　　　   【農家高齢者創作館】

議会　地方創生プロジェクトチ－ムで審議し、10
月末には国に申請していく予定。

行政　永平寺町まち・ひと・しごと創生総合戦略
の中で、地域資源を活用した安定雇用の創出
として、次の項目に取組むこととしている。
１）大学付属病院や大学の専攻学部を活かし
　　た、医療、福祉、学術研究関連企業の進
　　出に対する環境整備（助成制度等）をす
　　る。
２）北陸自動車道と中部縦貫自動車道が連結
　　したことで、福井北、永平寺参道、永平
　　寺、上志比各ICを活かした企業の進出に
　　対する環境整備（助成制度等）をする。

《その他》（産業建設常任委員会関係）
　　農業を守る施策について、国からの補助があ

ると聞いているが、補助を受けながらハウス
などで何の野菜生産・出荷また、林野でも地
域に合った果樹は何が適しているか誰に相談
したら良いのか。　　　　　   【上志比支所】

議会　専門職は町の農林課にいないと思うが、町
を通じ県に相談するよう報告する。

　　大本山永平寺の観光バスの乗り入れについ
て、制限はできないのか。客引きとか、呼び
込みはやめさせることはできないものか。 
　　　　　　　　   【農業構造改善センター】

議会　門前観光協会との調整が必要。
　議会でも意見は出している。

町内12会場で開催し、
３日間で延べ109人
の方が会場に足を運んで
くださいました。

町民の声
を

議会へ

町民の声
を

議会へ

※紙面の都合上、掲載できなかった
　質疑内容・回答はホームページほか、
　役場本庁・永平寺支所・上志比支所で
　１月下旬よりご覧いただけます。
　ご了承ください。

平成27年10月28日29日30日 実施

《地域防災力の向上を語ろう》
　　各地区において自主防災の目標をたてての訓

練実行を。例えば、竜巻・台風洪水・地震な
どを想定しカリスマ的人材を育成し、深堀し
た対応策を。　　　　　   【ふるさと学習館】

議会　今年度より自主防災組織地区リ－ダ－を委
嘱しており、今後育成・充実強化に努める。

　　災害を想定した場合、地震または河川の洪水
にしても、地区・地域で対応策が違う。地域
に合った防災訓練を。   【農家高齢者創作館】

議会　現在町内90集落で自主防災組織が設立され
ているが、活動については格差があると聞い
ている。今後の対応策についても行政と対応
していく。

　　行政からの自主防災関係で区長と各地区の自
主防災隊長への通知文が統一されていない。
　　　　　　　　　　   【農家高齢者創作館】

行政　自主防災関係の通知については、27年度
に、各地区の自主防災組織リーダー（代表、
会長又は、隊長）に委嘱した方のみに、通知

《議会活動について》
　　議員報酬の総額から政務活動費を捻出すべき

だ。　　　　　　　　   【生活改善センター】
議会　青年世代の議員出馬を期待すると、一定の

報酬は必要だ。

　　若い人が選挙に出易いように、議員定数は削
減して報酬は上げてはどうか。民間では、各
委員会の掛け持ちは当たり前だ。議会活動の
実績も示すべき。　　　　　　   【ざおう荘】

議会　チエック機能や、討論する為にも最低限度
の議員数は必要だ。委員会は２つでも可。本
会議（全議員）での対応も可。

　　定数削減の前に、議員としての活動や中身の
ことが大事ではないのか。町民が見ている。
　　　　　　　　   【農業構造改善センター】

議会　勉強しているが町民には伝わらない。一人
年間90～130日以上活動しているので議会だ
よりを見てほしい。また、議員全員が一般質
問をしている。

　　政務活動費の支給は必要だと思う。定額では
なく活動しやすいようにすべきだ。
　　　　　　　　　　　　   【開発センター】

問

問

問

意見 問

問

問

問

問

問

している。自主防災組織リーダーの中には、
区長と兼務の方もいるため、指摘のようなこ
とも起こり得るが、あくまで自主防災組織
リーダーとしての通知と理解してほしい。
今後とも、自主防災関係の通知については、
自主防災組織リーダーのみへ配布する。

　　避難準備情報の時、上志比地区では数名が避
難したが、単に避難しても食事や寝具はどう
だったのか。情報を出すだけではどうか。ま
た、防災無線は町内一本の放送になっている
のか、別々にされているのか。
　　　　　　　　　　　   【サンサンホール】

議会　私も避難したが、役場の職員がいて毛布と
お茶を出してくれた。完備はされていたが、
地域によっては差があるようだ。
避難した人の確認などの筋書きはできている
が、それが住民に周知されていない。この点
と地域のどこに資機材庫があり備蓄されてい
るのかも議会として言っていきたい。
東古市では、その時、民生委員が一人暮らし
の人を守り、８人を永平寺中に避難させた。
そこに職員一人が付き添っていた。ただ避難
が体育館というのはどうかと思った。
だれが見てもわかるように表示も含め整備し
ていくべきだ。
別々になっている。支所別に放送ができるよ
うになっている。

問

ざおう荘

松岡農業構造改善センター
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13
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18

19

20

12月1日　開会

文字告知放送
12月7日　一般質問①
川治孝行議員　長岡千惠子議員
酒井要議員
文字告知放送
12月7日　一般質問②
小畑傅議員　長谷川治人議員
文字告知放送

12月7日　一般質問③
上坂久則議員
朝井征一郎議員
文字告知放送
12月7日　一般質問④
多田憲治議員
奥野正司議員
文字告知放送
12月8日　一般質問①
中村勘太郎議員　江守勲議員
樂間薫議員
文字告知放送

00

29
00

51
00

00

00

13
00

42
00

41

12月7日　一般質問②
小畑傅議員　長谷川治人議員
文字告知放送

12月7日　一般質問③
上坂久則議員
朝井征一郎議員
文字告知放送
12月7日　一般質問④
多田憲治議員
奥野正司議員
文字告知放送
12月8日　一般質問①
中村勘太郎議員　江守勲議員
樂間薫議員
文字告知放送
12月8日　一般質問②
上田誠議員
齋藤則男議員
文字告知放送
12月8日　一般質問③
伊藤博夫議員
金元直栄議員
文字告知放送

00

00

00

13
00

42
00

41
00

56
00

28

12月8日　一般質問②
上田誠議員
齋藤則男議員
文字告知放送
12月8日　一般質問③
伊藤博夫議員
金元直栄議員
文字告知放送
12月9日　一般質問
滝波登喜男議員

文字告知放送
12月10日
予算決算常任委員会①

文字告知放送
12月10日
予算決算常任委員会②

文字告知放送
12月15日　本会議

文字告知放送

00

56
00

28
00

10
00

03
00

57
00

52

12月1日　開会

文字告知放送
12月7日　一般質問①
川治孝行議員　長岡千惠子議員
酒井要議員
文字告知放送
12月7日　一般質問②
小畑傅議員　長谷川治人議員
文字告知放送

12月7日　一般質問③
上坂久則議員
朝井征一郎議員
文字告知放送

00

29
00

51
00

00

00

13

12月9日　一般質問
滝波登喜男議員

文字告知放送
12月10日
予算決算常任委員会①

文字告知放送
12月10日
予算決算常任委員会②

文字告知放送
12月15日　本会議

文字告知放送

00

10
00

03
00

57
00

52

12月7日　一般質問④
多田憲治議員
奥野正司議員
文字告知放送
12月8日　一般質問①
中村勘太郎議員　江守勲議員
樂間薫議員
文字告知放送
12月8日　一般質問②
上田誠議員
齋藤則男議員
文字告知放送
12月8日　一般質問③
伊藤博夫議員
金元直栄議員
文字告知放送
12月9日　一般質問
滝波登喜男議員

文字告知放送
12月10日
予算決算常任委員会①

文字告知放送

00

42
00

41
00

56
00

28
00

10
00

03

12月10日
予算決算常任委員会②

文字告知放送
12月15日　本会議

文字告知放送

12月1日　開会

文字告知放送
12月7日　一般質問①
川治孝行議員　長岡千惠子議員
酒井要議員
文字告知放送

00

57
00

52

00

29
00

51

１月30日（土）１月29日（金） １月31日（日） ２月１日（月） ２月２日（火） ２月３日（水） ２月４日（木）時 時

行政チャンネル週間番組表行政チャンネル週間番組表 放送期間
2016年１月29日（金）～２月４日（木）地デジ121ch地デジ121ch

第１回  ３月定例会第１回  ３月定例会（予定）

○日程は、都合により変更になる場合がありますので、ご了承ください。
○会議は傍聴することができます。役場本庁西側の階段を上がって、
　３階議場傍聴席にお越しください。
○車椅子でお越しの方は、事務局までご連絡ください。（ 61-3950）

生中継

ͯᎮƴƓឭƠƘƩƞƍ

２月 23日 （火） 10時～   ［本会議］
２月 29日 （月）３月 １日 （火） ２日（水）10時～ ［一般質問］
３月 ３日 （木）４日 （金）７日（月）９時～ ［予算決算常任委員会］
３月 10日 （木） 10時～ 【予備日】11日（金） ［本会議］

ご利用ください

役場３階までのエレベータ
ーと車いす利用されている
方やお体の不自由な方のた
めのスロープが
あります。
ぜひ傍聴に
お越し下さい。

永平寺町合併10周年記念式典
日時　平成28年２月１３日（土）
会場　上志比文化会館サンサンホール

アトラクションとして和太鼓奏者ＴＡＫＵＹＡが凱旋公演
講演　春風亭小朝 師匠
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記
）

　♫ピーヒャラ　♫テンテン　♫ピーのお囃
子とともに舞うお神楽、お正月の風物詩とも
言える風物が物珍しいものとなっています。
　今回のがんばる団体は永平寺神楽「永楽
会」です。復活当初からご尽力された岩本さ
ん、岡本さんからお話を伺いました。
　永平寺神楽は、今より100年程前に毎年お
盆に伊勢から訪れる大神楽を門前の矢野茂由
さんが見様見真似で覚え、当時の若者たちに
教えたのが始まりとのこと。この神楽が盛ん
になったのは、当時の大本山永平寺64世森田
悟由禅師が（明治30年～大正４年）が大変好
んだようで､門前の若者も、喜んでいただけ
るならと娯楽のなかった頃なので毎晩稽古
し、それが若者の交流の場となり、昭和初期
には歌舞伎を公演するまでになったそうで
す。
　秋祭りや正月には神社に奉納し、各集落の
祭りや町内外のイベントに数多く出ていたそ
うです。しかし、昭和50年頃より青年も少な

くなり舞われなくなってしまったそうです。
　そこで、かつての神楽仲間を中心に復活を
呼びかけ、昭和60年に今の「永楽会」を結成
し、旧永平寺町の伝承芸能に指定されていま
す。
　今も各集落の祭りや各種イベントにも出演
しており、10年前の永平寺町合併記念式典に
も出演しました。
　『私たちはこの永平寺神楽を地域の伝承芸
能として後世に継承していきたい』と語って
ました。
　しかし、現在の課題は会員の高齢化が進ん
でいること。若い方の募集もしていますが、
なかなか加入していただけないのが悩みだと
か。神楽に興味のある方はぜひともこの「永
楽会」へ連絡をお願いします。笑顔の中にも
悩みと継承に並々ならぬ決意も見受けられま
した。
　これからも頑張って活動されることを期待
したいです。　　　　　　　　（上田　記）

永平寺の新春を祝う神楽舞永平寺の新春を祝う神楽舞

永平寺花祭り　四方の舞

かぐらかぐら えい らく かいえい らく かい

永平寺神楽「永楽会」永平寺神楽「永楽会」


